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本書について

本書には、次の表に示す製品のハードウェア保守手順が記載されています。本書で、ハードウェアの保
守、診断とトラブルシューティング、ハードウェア交換手順、およびその他の参照情報に関する安全要件
を確認できます。このマニュアルを診断アプリケーションおよび保守ツールとともに使用して、問題のト
ラブルシューティングを効果的に行ってください。

製品名 マシン・タイプ (MT)

ThinkPad X9-14 Gen 1 21QA および 21QB

重要：

• ハードウェア構成とソフトウェア・プログラムは、マシン・タイプによって異なります。本書に記載さ
れている記述や図の一部は、ご使用のコンピューターと若干異なる場合があります。

• コンピューターの修理は、訓練を受けたサービス技術担当者が行うことをお勧めします。
• コンピュータの保守を自分で行う場合も、スマートセンターに問い合わせて、正しいドキュメント
と修理情報を参照することをお勧めします。「34 ページの「電話によるサポート」」を参照して
ください。修理の複雑さによっては、Lenovo 認定のサービス提供者にコンピューターの修理を
依頼することをお勧めする場合があります。

• コンピューターの保守を行う前に、すべての指示に注意深く従い、5ページの第 2章「ハードウェア
保守の安全要件」および 43 ページの「ハードウェア交換前」に記載されているすべての情報を必
ずお読みください。
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第 1 章 コンピューターを見る

ThinkPad X9-14 Gen 1 は、無限の可能性と究極のパーソナル設定が融合した、プレミアムで妥協のない独
自の体験のコレクションを備えた Lenovo AURA EDITION 製品です。

前面
コンピューターの正面図をざっと見てみましょう。

項目 説明 項目 説明

周辺光センサー* マイクロホン

ToF (飛行時間) センサー* 赤外線カメラ
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項目 説明 項目 説明

タッチ・スクリーン* 指紋センサー機能付き電源ボタン

触覚タッチパッド プライバシー・シャッター

* 一部のモデル

周辺光センサー (タッチ・スクリーン・モデルのみ)

周辺光センサー (ALSセンサーとも呼ばれます)は、周辺の光の強さを感知して、ディスプレイの明るさを
調整し、キーボードのバックライトを制御します。

注：ALS センサーは、デフォルトで有効になっています。設定を変更するには:
1. 「スタート」 ➙「設定」 ➙「システム」 ➙「ディスプレイ」に移動します。
2. 「明るさ」で、必要に応じて設定を変更します。

飛行時間センサー (タッチ・スクリーン・モデルのみ)

飛行時間センサー (ToF センサーとも呼ばれます)は赤外線レーザーを発し、反射された赤外線エネルギー
を使用して ToF センサーの前にある物体の距離と奥行きを測定します。センサーによって収集されたデー
タを使用して、人の存在を検知したり、ジェスチャーを認識したりできます。

注：ToFセンサーから放射される赤外線レーザーは目に見えず、人間の目に害を及ぼすことはありません。

プライバシー・シャッター

F9 キーはプライバシー・シャッターとして機能します。F9 インジケーターがオンになっている場合、
カメラは無効になります。
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側面
コンピューターの両側にあるポートをざっと見てみましょう。

項目 説明 項目 説明

HDMI™コネクター USB-C®電源コネクター (Thunderbolt™ 4)

オーディオ・コネクター

注：USB コネクター名の更新の詳細については、103 ページの付録 A「USB コネクター名の更新に
関する通知」を参照してください。

USB の転送速度に関する声明

このデバイスの各種 USB コネクターを使用した実際の転送速度は、ホストや周辺機器の処理能力、
ファイル属性、システム構成やオペレーティング・システムに関連する他の要素などの多くの要素に
応じて異なり、コネクター名または以下に掲載されている対応する各デバイスのデータ・レートより
遅くなることがあります。

USB デバイス データ・レート (Gbps)

Thunderbolt 3 40

Thunderbolt 4 40
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底面
コンピューターの下部をざっと見てみましょう。

項目 説明

スピーカー

警告：
コンピューターが動作しているときは、底面がユーザーの素肌に触れないようにして、硬く平らな場所に
置く必要があります。通常の動作条件では、底面の温度は IEC 62368-1 で定義された許容範囲内に維持さ
れます。ただし、このような温度は、1分間以上続けて直接触れた場合、ユーザーに不快感や危害を及ぼす
可能性がある高さです。そのため、コンピューターの底面には長時間直接触れないことをお勧めします。
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第 2 章 ハードウェア保守の安全要件

この章では、ノートブック・コンピューターの保守を行う前によく理解しておく必要のある安全要件
を記載します。
• 5 ページの「一般的な安全要件」
• 6 ページの「電気に関する安全要件」
• 7 ページの「安全検査ガイド」
• 8 ページの「静電気放電の影響を受けやすいデバイスの取り扱い」
• 8 ページの「多言語による重要な危険の警告」

一般的な安全要件
一般的な安全を確保するために、環境、人員と装備、および操作に関する次の要件を満たしてください。

環境要件

保守の最中および保守の後、マシンのある領域の整理整とんをしてください。

人員と装備の要件

• 緩い服を着用しないでください。マシンの動いている部分に引っかかる可能性があります。そでは、き
ちんと留めておくか、ひじの上までまくり上げておきます。髪が長い場合は、縛ってください。

• ネクタイやスカーフの端は衣服の中に入れておくか、不伝導性のクリップを使って、端から約 8 cmの
ところで留めておきます。

• 宝石、チェーン、金属フレームの眼鏡、または金属のファスナーが付いている服は着用しないでく
ださい。金属のオブジェクトは電気の伝導体に適しています。

• ハンマーやドリルを使った作業、はんだ付け、ワイヤーの切断、スプリングの接続、溶剤の使用、そし
てその他目に危険が及ぶ可能性のある作業を行うときは、安全眼鏡をかけてください。

操作要件

• マシンを起動する前に、危険な場所に誰もいないことを確認します。
• けがにつながる作業や、装置の安全を損なうような作業は行わないでください。
• ツール・ケースを歩行領域から遠ざけて、他の人がつまずかないようにします。
• 重い物を持ち上げるときは、次のようにします。
1. 滑らないように、しっかりと立っていられるようにします。
2. 足の間でオブジェクトの重量が同量になるよう分散します。
3. ゆっくりとした持ち上げる力を使用します。持ち上げる時に、急な移動あるいはねじったりは
絶対にしないでください。

4. 立ち上がることによって、または足の筋肉で押し上げることによって持ち上げます。この動作
は、背中の筋肉の負担を除去します。重量が 16 kg を超える物、または自分 1人で持ち上げるに
は重過ぎると感じる物を持ち上げようとしないでください。

• マシンの保守を行う間、取り外したカバーを安全な場所で、すべての関係者から離れた場所に置き
ます。

• 保守の後は、すべての安全シールド、ガード、ラベル、および接地ワイヤーを再取り付けします。古く
なっていたり障害のある安全装置は交換してください。すべてのカバーを正しく取り付け直します。

• ファン放熱孔はマシンの内部部品に空気を循環させ、高熱になることを防ぎます。ファン放熱孔をふさ
がないように気を付けてください。
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電気に関する安全要件
電気に関する安全性を確保するため、コンピューターでの作業の際は、環境、装備、操作に関する次の
要件を満たしてください。

環境要件

• 部屋の緊急電源オフ (EPO) スイッチを見つけて、スイッチまたは電気コンセントを切り離してくだ
さい。電気事故が発生した場合は、スイッチを操作するか、または電源コードのプラグを素早く
抜きます。

• 危険な状態、または危険な電圧を持つ装置のそばで、1人で作業しないでください。
• 作業域で起こりうる危険を常に注意してください。これらの危険の例は、湿ったフロア、接地されてい
ない延長ケーブル、電源の過電流および安全接地の欠落などです。

装備要件

• 使い古されたり、壊れているツールおよびテスターを使用しないでください。
• 承認済みのツールおよびテスト装置を使用してください。工具の中には、握りや柄の部分のソフト・
カバーが感電防止のための絶縁性を持たないものがあります。

• 安全な操作状態のために電気ハンド・ツールを規則的に検査および保守してください。
• お客様の多くは、装置のそばに、静電気の放電 (ESD) を減らす小さな導電ファイバーを含むゴム製の
フロア・マットをお持ちになっておられるでしょう。このタイプのマットを感電の保護として使用
しないでください。

操作要件

• 次の作業を行う前には、すべての電源をすべて切り離してください。
– 機械的検査の実行
– 電源装置のそばでの作業
– 主な装置の取り外しまたは取り付け

• 次のパーツは、電源をオンにしたまま保守作業を行わないでください。
– 電源機構 (パワー・サプライ) 装置
– ファン
– 上記に掲載されたものと同様の装置
この実践は装置の接地を確実にします。

• オペレーターの安全確保とシステム機能の正常実行のためには、コンピューターの接地が必要です。電
源コンセントが適切に接地してあるかどうかの確認は、資格のある電気技師が行います。

• 非常に高電圧の場所での作業のときは、特殊な安全上の注意を守ってください。これらの指示は保守情
報の安全に関する節に記載されています。高電圧の測定時には、細心の注意を払ってください。

• マシンで作業を開始する前に、電源コードのプラグを抜きます。プラグを抜くことができない場合は、
マシンに電源を供給している電源ボックスの電源を切り、電源ボックスをオフ位置にロックします。

• 回路から電源が切断されていることをあらかじめ想定することは、絶対にしないでください。最初に、
回路の電源がオフになっているか必ずチェックします。

• 電流の通じている回路にプラスチック・デンタル・ミラーの反射面で触らないでください。面は導電性
があるので、触ると身体障害およびマシン損傷を引き起こす可能性があります。

• 露出した電気回路を持つマシンで作業する必要があるときは、次の注意事項を守ってください。
– 電源オフ制御に慣れている別の人がそばにいることを確認してください。その人は、必要な場合に
電源のスイッチを切るためにその場にいる必要があります。

– 電源オンした電気機器を扱うときは、1つの手のみを使用します。もう一方の手はポケットに入れ
ておくか、後ろにしておきます。
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警告：
感電は、完全な回路ができた場合にだけ起こります。上記の規則を遵守することにより、電
流が体を通過するのを防ぐことができます。

– テスターを使用する時は、制御を正しく設定し、テスター用の承認済みプローブ・リードお
よび付属品を使用します。

– 適切なゴム製のマットの上に立ち (必要であれば、ローカルに取得)、金属フロア・ストリップおよ
びマシン・フレームといった接地からユーザーを絶縁します。

• 電気事故が起こった場合:
– 用心して、ユーザー自身が被害にあわないようにしましょう。
– 電源をオフに切り替えます。
– 別の人を医療補助を呼びに行かせます。

安全検査ガイド
この検査ガイドの目的は、危険性が潜む状態を識別できるようにすることです。マシンの設計および製作
段階において、ユーザーと保守技術担当者を傷害から守るために必要な安全品目が取り付けられてい
ます。このガイドはそれらのアイテムのみを対象としています。この検査ガイドで紹介されていない
ThinkPad 以外および Lenovo 以外の機能またはオプションの取り付けによる潜在的な安全上の問題を特定
するには、各自が適切な判断を行う必要があります。

危険な状態がある場合は、まずその危険の重大性を判別し、問題点を訂正せずに続行してよいかどうか判
断してください。次の状態と、その状態が示す危険性について考慮してください。

• 電気の危険性、特に 1 次電源 (フレーム上の 1 次電圧は重大または致命的な感電事故を起こすお
それがあります)

• 爆発の危険性 (損傷した CRT 表面やコンデンサーの膨張など)
• 機械的な危険性 (ハードウェアの緩み、欠落など)

危険が潜む状態があるかどうかを判別するには、どの保守作業を始めるときにも次のチェックリストを使
用してください。検査は、電源のオフおよび電源コードの取り外しから始めてください。

• カバーを取り外す前に:
1. 外側のカバーに損傷 (緩み、破損、またはエッジのとがり) がないか検査します。
2. コンピューターの電源をオフにします。電源コードを取り外します。電源コードで以下を確認
します。
a. 第 3 線のアース・コネクターの状態が良好である。メーターを使用して第 3線のアース導通を
測定し、外部アース・ピンとフレーム・アース間のアース導通が 0.1 オーム以下であるかを
測定します。

b. 電源コードには、必ず、ご使用のコンピューターで指定されているタイプを使用してくださ
い。以下のWeb サイトにアクセスします: https://support.lenovo.com/partslookup。

c. 絶縁体が擦り切れていてはいけません。
3. バッテリーのひび割れまたは膨らみがないかを確認します。

• カバーを取り外した後:
1. 明らかに ThinkPad 以外および Lenovo 以外のパーツが使われている部分を検査します。ThinkPad 以
外および Lenovo 以外パーツの使用の安全性について、的確な判断を下します。

2. 装置内部に明らかに危険な状態がないか (例えば、金属の切りくず、汚染、水などの液体、火また
は煙による損傷の兆候など) を検査します。

3. ケーブルが摩耗していたり、はさまれていないか検査します。
4. 電源カバーのファスナー (ねじまたはリベット) が取り外されていないか、または改ざんされ
ていないかを確認します。
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静電気放電の影響を受けやすいデバイスの取り扱い
トランジスターまたは集積回路 (IC) を含むコンピューターの部分は、静電気の放電 (ESD) の影響を受けや
すいことを知っておく必要があります。ESDによる損傷は、物体間に帯電の差があるときに起こる可能性
があります。帯電を同一にして、マシン、部品、作業マット、その部品を取り扱う人の帯電がすべて同じ
になるようにすることで、ESD による損傷から保護してください。

注：
1. ここに示す要件を超える場合は、その製品固有の ESD 手順に従ってください。
2. 使用する ESD 保護装置が、完全に有効であると認定されたものである (ISO 9000) ことを確認して
ください。

ESD の影響を受けやすいパーツを取り扱う際は、次の点に注意してください。

• パーツは、製品に挿入するまでに静電防止袋に入れたままにしておきます。
• 他の人に触れないようにします。
• 身体の静電気を除去するために、自分の肌に対して接地されたリスト・ストラップを着用します。
• 部品が自分の衣服に触れるのを防ぎます。ほとんどの衣服は絶縁性であり、リスト・ストラップを
着用している場合でも帯電は保持されます。

• 接地された作業マットを使用して、静電気が起きない作業面を用意します。このマットは、ESDの影
響を受けるデバイスを取り扱う際に特に便利です。

• 以下に示すような接地システムを選択し、特定のサービス要件を満たす保護を提供します。

注：ESD による損傷を防ぐためには、接地システムを使用することが望ましいですが、必須で
はありません。

– ESD 接地クリップをフレーム・グラウンド、グラウンド・ブレイド、または緑色のアース線
に接続します。

– 二重絶縁システムまたはバッテリー駆動システムで作業する場合は、ESD共通アースまたは参照点
を使用します。これらのシステムでは、同軸またはコネクター外部シェルを使用できます。

– 交流電源で動作するコンピューターでは、ACプラグの丸いアース端子を使います。

多言語による重要な危険の警告
このセクションの安全上の注意は、以下の言語で記載されています。
• 英語
• アラビア語
• ブラジル・ポルトガル語
• フランス語
• ドイツ語
• ヘブライ語
• 日本語
• 韓国語
• スペイン語
• 中国語 (繁体字)

DANGER
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第 3 章 診断とトラブルシューティング

この章では、コンピューターのハードウェアの問題を特定して解決する方法を説明します。
• 23 ページの「全体の手順」
• 24 ページの「電源システムの診断」
• 25 ページの「診断アプリケーション」
• 27 ページの「Lenovo Memory Self Repair」
• 27 ページの「未解決問題」
• 28 ページの「CRU/FRU 故障判別リスト」
• 34 ページの「電話によるサポート」

注：

• 診断テストの対象となるのは、ThinkPad 製品だけです。ThinkPad 以外の製品、プロトタイプ・カー
ド、または改造されたオプションを使用している場合は、エラー表示が正しくなかったり、無効なシス
テム応答が返されたりすることがあります。

• トラブルシューティング情報または診断アプリケーションを使用した結果、デバイス・ドライバー
の追加や更新、あるいは他のソフトウェアが必要になることがあります。以下の Lenovo サポート
Web サイトで、最新の技術情報を入手したり、デバイス・ドライバーや更新をダウンロードした
りすることができます。https://support.lenovo.com

• コピー、保存、フォーマットなどの書き込み操作時には特に注意してください。保守を行っているコン
ピューターのドライブが変更されている可能性があります。ドライブを間違って選択すると、データや
プログラムが上書きされてしまうことがあります。

全体の手順
以下の手順に従って、問題の症状をできるだけ詳細に特定し、診断テストを実行するか、同じ操作を繰
り返して、エラーを再現し症状を確認します。

ステップ 1. 簡易診断とトラブルシューティング:
a. オペレーティング・システムを更新します。92 ページの「オペレーティング・システム
のインストール、アップグレード、リカバリー」を参照してください。

b. すべてのケーブルと電源コードを再接続します。
c. コンピューターとすべての外付けデバイスを再起動します。

ステップ 2. 詳細な診断とトラブルシューティング:
a. ソフトウェアの問題らしいと思われる場合は、README ファイルやヘルプ情報システ
ムも含めて、オペレーティング・システムやソフトウェア・プログラムに付属の資
料を参照してください。

b. 電源システムに問題があるかどうかを確認します。24 ページの「電源システムの診
断」を参照してください。

c. 診断アプリケーションを実行して、問題を絞り込みます。25 ページの「診断アプリケー
ション」を参照してください。

d. 診断アプリケーションでメモリーの問題が報告された場合は、メモリーを自動修復しま
す。27 ページの「Lenovo Memory Self Repair」を参照してください。

e. 未解決問題については、27 ページの「未解決問題」を参照してください。

ステップ 3. 28 ページの「CRU/FRU 故障判別リスト」の症状に基づいて、何らかの処置またはハー
ドウェアの交換が必要かどうかを判断します。ハードウェア交換の詳細な手順について
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は、37 ページの第 4 章「部品、ねじ、ツール」および 43 ページの第 5 章「ハードウェア
の交換」を参照してください。

ステップ 4. 上記の診断手順で問題の切り分けと修復ができなかった場合は、ログ・ファイルを保存して
印刷してください。その後、Lenovo に連絡して追加のサポートを依頼してください。34
ページの「電話によるサポート」を参照してください。

電源システムの診断
コンピューターの電源をオンにできない場合、または電源システムに問題があると思われる場合は、この
セクションの手順に従って、AC電源アダプターと内蔵バッテリーを診断します。

AC 電源アダプターの診断
ステップ 1. AC 電源アダプターが機能しているかどうかを確認します。

注：AC 電源アダプターからのノイズは、必ずしも障害を示すものではありません。
a. コンピューターの電源をオフにします。
b. 内蔵バッテリーを取り外します。
c. AC 電源アダプターを接続する。
d. コンピューターの電源をオンにします。

• コンピューターの電源をオンにできる場合は、AC電源アダプターが機能しています。
• コンピューターの電源をオンにできない場合は、手順 2に進みます。

ステップ 2. 問題のトラブルシューティングを行うには、次の解決策を 1つずつ試してください。
a. コンピューターに十分な電力供給を行うために、必ずコンピューターに付属している
AC 電源アダプターを使用してください。

b. ドッキング・ステーションまたはポート・リプリケーターの使用時のみ電源問題が発生す
るかどうかを確認します。使用時のみ問題が発生する場合は、ドッキング・ステーション
またはポート・リプリケーターを交換します。

c. AC 電源が接続されたときに、システム状況インジケーターが 3回点滅するかどうかを確
認します。点滅しない場合、AC電源アダプターの電源コードが正しく接続されている
ことと、正しく取り付けられていることを確認します。

d. 内蔵バッテリーを取り付け、コンピューターを電源コンセントに接続して、コンピュー
ターを再起動します。Vantage アプリを起動し、「電源」セクションを見つけます。AC電
源アダプター情報が表示されます。画面に表示される指示に従ってください。

内蔵バッテリーの診断
注：このシステムは、本システム向けに設計され、Lenovo または認定された製造業者によって製造された
バッテリーのみをサポートします。このシステムでは、認定されていないバッテリー、または他のシステ
ム向けに設計されたバッテリーはサポートしません。認定されていないバッテリー、または他のシステム
向けに設計されたバッテリーを取り付けても、システムは充電されません。

注意：Lenovo は、無許可のバッテリーのパフォーマンスおよび安全性について責任を負うものではありま
せん。また、使用に起因するエラーや損害について一切保証いたしません。

コンピューターが動作中に充電されない場合は、次の手順を実行してください。

ステップ 1. 内蔵バッテリーが機能しているかどうかを確認します。
a. コンピューターの電源をオフにします。
b. AC 電源アダプターを取り外します。
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c. 充電済みの内蔵バッテリーを取り付けます。
d. コンピューターの電源をオンにします。

• コンピューターの電源をオンにできる場合は、内蔵バッテリーが機能しています。
• コンピューターの電源をオンにできない場合は、手順 2に進みます。

ステップ 2. 問題のトラブルシューティングを行うには、次の解決策を 1つずつ試してください。
a. ポインターをWindows の通知領域のバッテリー状況アイコンに移動させてバッテリー状況
を確認します。バッテリー状況アイコンには、バッテリー電源の残量のパーセンテージお
よび充電が必要になるまでのコンピューターの使用可能時間が表示されます。

b. バッテリーを 50% 以下に放電します。
c. コンピューターをAC電源に接続し、バッテリーを充電します。Windows の通知領域にあ
るバッテリー状況アイコンが、バッテリーが充電されていないことを示す場合は、バッテ
リーを取り外して常温に戻るまで放置します。

d. バッテリーを元の位置に取り付けます。それでもバッテリーが充電されない場合は、
バッテリーを交換します。

e. バッテリー状況アイコンを再度確認します。同じエラーが引き続き発生する場合は、シ
ステム・ボードを交換します。

診断アプリケーション
次の表に、コンピューターで使用できる診断アプリケーション、その実行環境、および各アプリケーショ
ンの簡単な概要を示します。

表 1. 診断アプリケーション

診断アプリケーション 実行環境 簡単な紹介

25 ページの「Vantage でのハー
ドウェア・スキャン」*

オペレーティング・システ
ムで実行されます。

Vantage アプリケーションは、コンピューターに初
期インストールされています。Vantage アプリケー
ションのハードウェア・スキャンは、コンピュー
ターのハードウェアの問題を特定するのに役立つ、
効果的なハードウェア・テスト・ツールです。

26 ページの「UEFI Diagnostics
アプリケーション」* UEFI BIOS で実行します。

UEFI Diagnostic アプリケーションは、コンピュー
ターに初期インストールされています。このアプリ
ケーションを使用すると、特にオペレーティング・
システムを起動できない場合に、システム情報を表
示し、コンピューターの一部のハードウェア・コ
ンポーネントをテストできます。

• 26 ページの「高度な診断
アプリケーション(Windows
版)」

• 27 ページの「高度な診断ア
プリケーション (Linux/UEFI
用の起動可能バージョン)」

オペレーティング・システ
ムで実行するか、USBから
起動します (ダウンロード
が必要です)。

拡張診断アプリケーションは、Vantage アプリケー
ションまたは UEFI Diagnostics アプリケーションの
ハードウェア・スキャンではカバーできない、コン
ピューターのハードウェア・コンポーネントのより
広い範囲をテストするのに役立ちます。

* 一部のモデル

Vantage でのハードウェア・スキャン
Vantage でハードウェア・スキャンを実行するには、以下を実行します。

ステップ 1. Vantage アプリを起動します。
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ステップ 2. 「ハードウェア・スキャン」または「サポート・サービス」 ➙「ハードウェア・スキャ
ン」をクリックします。

ステップ 3. 以下のいずれかの方法を選択して、ハードウェア・スキャンを実行します。

「モジュールの更新」をクリックして、コンピューターで現在使用可能なハードウェア・
コンポーネントのリストを確認します。「クイック・スキャン」を選択して、検出された
すべてのハードウェア・コンポーネントをテストします。

「カスタマイズ」を選択して、テストするハードウェア・コンポーネントを 1つまたは複数
選択します。

ステップ 4. ハードウェア障害が検出された場合、その結果は保証状況によって異なります。また、国ま
たは地域によって異なります。画面の指示に従って、問題を解決します。

UEFI Diagnostics アプリケーション
UEFI Diagnostics アプリケーションを実行するには、次の手順を実行します。

ステップ 1. コンピューターの電源をオンにします。
ステップ 2. ロゴ画面が表示されているときに、繰り返し F10 キーを押したり放したりします。UEFI

Diagnostics アプリケーションのメイン画面が表示されます。
ステップ 3. 画面の指示に従って、アプリケーションを使用します。

次の表に、UEFI Diagnostics アプリケーションのメイン画面の項目を示します。モデルによっては、
項目が多少異なることがあります。

表 2. UEFI Diagnostics アプリケーションのメイン画面の項目

カテゴリー 項目

テスト

• ストレージ
• メモリー
• バッテリー
• CPU
• ディスプレイ
• ファン
• キーボード
• マウス
• マザーボード
• タッチ

ツール
• システム情報
• ブロック・リカバリーが不良です
• スマート情報

高度な診断アプリケーション(Windows 版)
高度な診断アプリケーション (Windows 版) を使用するには、次の手順を実行します。

ステップ 1. https://support.lenovo.com/solutions/ht506581にアクセスします。
ステップ 2. シナリオに合ったWindows パッケージを選択してダウンロードします。
ステップ 3. ダウンロードしたファイルをダブルクリックし、インストールを完了します。
ステップ 4. アプリを起動し、画面の指示に従って診断します。
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高度な診断アプリケーション (Linux/UEFI 用の起動可能バージョン)
高度な診断アプリケーション (Linux/UEFI 用の起動可能バージョン) を使用するには、次の手順を実
行します。

ステップ 1. 2 GB を超える USB フラッシュ・ドライブを用意し、USB フラッシュ・ドライブ内のコン
テンツのバックアップを作成します。(今後の診断プロセス中に、USB フラッシュ・ド
ライブの内容が消去されます。)

ステップ 2. https://support.lenovo.com/solutions/bootableusbにアクセスします。
ステップ 3. 画面の指示に従って起動可能な USB を作成し、起動可能な USB からアプリケーションを

実行します。

Lenovo Memory Self Repair
Lenovo Memory Self Repair (以下、「修復ツール」と呼びます) を使用すると、内部冗長リソースを使用し
てメモリーのシングル・ビットまたは単一列の障害を修復できます。

コンピューターの電源が正常にオンになっている次の状況では、修復ツールを使用することをお勧
めします。

• オペレーティング・システムが不安定である (ブルー・スクリーン・エラーやシステム・クラッ
シュが発生するなど)。

• アプリケーションが異常に動作する (予期せず終了またはクラッシュするなど)。
• テスト結果がメモリー関連のエラーを示す。

修復ツールを実行してメモリーを診断するには、以下の手順を実行します。

ステップ 1. コンピューターを再起動します。
ステップ 2. ロゴ画面が表示されているときに、以下のいずれかの方法で修復ツールを起動します。

• F4 キーを押します。
• Enter キーを押して「Startup Interrupt Menu」を表示し、F4 キーを押します。
• F12 キーを押して「App Menu」を表示し、「Lenovo Memory Self Repair」を選択します。

ステップ 3. 表示されたウィンドウの重要な情報を読み、「Yes」をクリックしてツールを実行します。
ステップ 4. ポップアップ・ダイアログ・ボックスで修復結果を確認します。結果には 3 つの種類があ

ります。

• Memory Repaired: メモリー障害が検出され、修復されていることを示します。
• Memory failure detected but repair was unsuccessful: メモリー障害が検出されましたが、
修復できないことを示します。

• No failure detected: メモリー障害が検出されなかったことを示します。
ステップ 5. 「Continue」をクリックすると、コンピューターがオンになります。
ステップ 6. 問題が解決しない場合は、再試行するか、Lenovo に連絡して追加のサポートを依頼し

てください。

未解決問題
以下の状況では、以下の手順を実行して、問題の原因となっている CRU/FRU (ある場合) を切り分
けることをお勧めします。

• 上記の診断手順では、障害が発生したデバイスを特定できなかった。
• 間違ったデバイスが取り付けられている。
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• システムそのものが動作していない。

ステップ 1. 接続されているすべてのデバイスがコンピューターでサポートされているか確認してく
ださい。

ステップ 2. コンピューターの電源をオフにします。
ステップ 3. 損傷がないかどうか、各 CRU/FRU を目視検査します。損傷のある CRU/FRU を交換します。
ステップ 4. 次の装置をすべて取り外すか、切り離す。

a. ThinkPad 以外の装置
b. ドックに接続されているデバイス
c. プリンター、マウス、その他の外付け装置
d. バッテリー
e. ソリッド・ステート・ドライブ
f. 外付けディスケット・ドライブまたは光学式ドライブ
g. メモリー・モジュール
h. PC カード

ステップ 5. コンピューターの電源をオンにして、問題が解決されたかどうかを確認します。
ステップ 6. 問題が再発しなければ、取り外したデバイスを 1 つずつ接続し直して、問題の原因となっ

ている CRU/FRU を判別します。
ステップ 7. 問題が解決しない場合は、次の FRU を 1 つずつ交換する (正常な FRU を交換しないよ

う気を付けてください)。
a. システム・ボード
b. ディスプレイ・アセンブリー

CRU/FRU 故障判別リスト
ここでは、以下の情報を記載します。
• 29 ページの「エラー・コード」
• 30 ページの「エラー・メッセージ」
• 31 ページの「バッテリー充電 LED インジケーター」
• 32 ページの「ビープ音以外の症状」
• 33 ページの「ディスプレイ関連の症状」
• 34 ページの「再現性の低い問題」

注：

• このリストを利用して、コンピューターのエラーと、障害の症状に基づいた考えられる原因を確認でき
ます。最も確率の高い原因 (太字体で示しています) から順にリストしてあります。

• また、定期保守の際に、次回交換する必要がありそうなお客様での取替え可能部品 (CRU) や現場作業
者取替え可能部品 (FRU) を判別するのにも役立ちます。

• このリストの使用手順:
1. 電源投入時自己診断テスト (POST) またはシステム動作時に数字のエラー・コードが表示された場
合は、29 ページの「エラー・コード」に進みます。

2. 数字のエラー・コードが表示されない場合、29 ページの「エラー・コード」、30 ページの「エ
ラー・メッセージ」、31ページの「バッテリー充電LEDインジケーター」、32ページの「ビープ
音以外の症状」、33ページの「ディスプレイ関連の症状」で症状の説明をチェックしてください。

3. 症状がこのセクションに記載されていない場合は、34ページの「再現性の低い問題」に進みます。
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• CRU/FRUの交換などの処置は、「CRU/FRUまたは処置」欄に表示されている順に実行してください。
CRU/FRU を交換しても問題が解決されない場合は、元の CRU/FRU をコンピューターに戻してくださ
い。正常な CRU/FRU は交換しないでください。

• ThinkPad ノートブック・コンピューターの診断コードでサポートされていないデバイスについては、そ
のデバイス独自のマニュアルを参照してください。

エラー・コード
• POST またはシステム動作時に数字のエラー・コードが表示された場合は、画面のエラー・コードを使
用して障害を診断します。複数のエラー・コードが表示された場合は、最初のエラー・コードから
診断を開始します。最初のエラー・コードの原因が何であっても、それに起因して誤ったエラー・
コードが出される場合があります。

注：エラーコードの nには、任意の数字が表示されます。
• 数字のエラー・コードが表示されない場合、症状の説明をチェックして、コンピューターに対して何ら
かの処置やハードウェアの交換が必要かどうかを確認してください。

表 3. エラー・コード

症状またはエラー CRU/FRU または処置 (原因順)

0177
Bad SVP data, stop POST task—The checksum of the supervisor
password in the EEPROM is not correct.

システム・ボードを交換する。

0183
Bad CRC of Security Settings in EFI Variable. Enter the
ThinkPad Setup program.– The checksum of the Security
settings in the EFI Variable is not correct.

1. ThinkPad Setup プログラムを実行する。この設定は
自動的に修正されるので、その後、F10 を押して現
行設定値を保存する。

2. システム・ボードを交換する。

0187
EEAIA data access error - The access to EEPROM is failed.

システム・ボードを交換する。

0188
Invalid RFID Serialization Information Area.

システム・ボードを交換する。

0189
Invalid RFID configuration information area - The EEPROM
checksum is not correct.

システム・ボードを交換する。

0190
Critical low-battery error

1. バッテリーを充電する。
2. バッテリーを交換する。

0191
System Security - Invalid Remote Change requested.

1. ThinkPad Setup プログラムを実行してから、F10 を
押して現行設定値を保存する。

2. システム・ボードを交換する。

0199
System Security - Security password retry count exceeded.

1. ThinkPad Setup プログラムを実行する。再試行の回
数はリセットされるので、その後、F10 を押して現
行設定値を保存する。

2. システム・ボードを交換する。

0270
Real Time Clock Error

コンピューターの修理を依頼する。

0271
Check Date and Time settings.

1. ThinkPad Setup を実行して時刻と日付を再設定す
る。

2. コイン型電池を交換し、ThinkPad Setup プログラム
を実行して時刻と日付を再設定する。

1802
Unauthorized network card is plugged in - Turn off and remove
the network card.

1. ネットワーク・カードを取り外す。
2. システム・ボードを交換する。
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表 3. エラー・コード (続き)

症状またはエラー CRU/FRU または処置 (原因順)

1820
More than one external fingerprint reader is attached. Power off
and remove all but the reader that you set up within your main
operating system.

認証用にセットアップした指紋センサーを除く、すべて
の指紋センサーを取り外す。

2100
Detection error on Main HDD (SSD0) or Detection error on
Main HDD (HDD0)

1. M.2 ソリッド・ステート・ドライブを取り付け直
す。

2. M.2 ソリッド・ステート・ドライブを交換する。
3. システム・ボードを交換する。

2110
Read error on Main HDD (SSD0) or Read error on Main HDD
(HDD0)

1. M.2 ソリッド・ステート・ドライブを取り付け直
す。

2. M.2 ソリッド・ステート・ドライブを交換する。
3. システム・ボードを交換する。

2200
Machine Type and Serial Number are invalid.

コンピューターの修理を依頼する。

2201
Machine UUID is invalid

システム・ボードを交換する。

2202
Product Name is invalid.

コンピューターの修理を依頼する。

2203
System configuration is invalid.

コンピューターの修理を依頼する。

2204
System configuration data is invalid.

コンピューターの修理を依頼する。

エラー・メッセージ
症状の説明をチェックして、コンピューターに何らかの処置やハードウェアの交換が必要かどうか
を確認します。

表 4. エラー・メッセージ

症状またはエラー CRU/FRU または処置 (原因順)

温度センサー・エラー システム・ボードを交換する。

取り付けられているバッテリーはこのシステムではサ
ポートされないため、充電は行われません。
ご使用のシステムに適した Lenovo バッテリーに交換し
てください。
Esc キーを押すと、続行します。

バッテリーを交換する。

このシステムは、Lenovo 純正バッテリーあるいは
Lenovo が許可したバッテリー以外はサポートされませ
ん。無許可のバッテリーは起動はしても充電されない場
合があります。Esc キーを押すと、続行します。

重要: Lenovo は、無許可のバッテリーのパフォーマン
スおよび安全性について責任を負うものではありませ
ん。また、使用に起因するエラーや損害について一切
保証いたしません。

バッテリーを交換する。
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バッテリー充電 LED インジケーター
バッテリー充電 LED インジケーター (これ以降、LED インジケーターと呼びます) は、点滅によりコン
ピューターの問題の診断と解決に役立ちます。

• LED インジケーターは、最初にオレンジ色に点滅し、次に白色に連続的に点滅して、さまざまな点滅
パターンで構成されます。各点滅パターンはエラー・コードに対応しています。たとえば、LEDイン
ジケーターがオレンジ色に 1回点滅 後、白色に 2回点滅する場合 、点滅パターンは エ
ラー・コード 0001 に対応します。

• LED インジケーターは、下表のエラーが発生した場合にのみ自動的に点滅します。
• LED インジケーターは、コンピューターの電源がオフになるまで点滅し続けます。プロセスを中断
する必要がある場合は、電源ボタンを数秒間押してください。

インジケーターの点滅パターン

コンピューターの問題を解決するには、以下の表の点滅パターンとエラー・コードを参照してください。

表 5. バッテリー充電 LED インジケーターの点滅パターンとエラー・コード

点滅パターン エラー・コード CRU/FRU または処置 (原因順)

0001: エラーをリセットします (アサート解
除されないプラットフォームのリセット)

1. コンピューターにAC電源アダプターと
取り外し可能なバッテリーが取り付け
られている場合は、それを取り外しま
す。次に、以下のいずれかを実行して、
コンピューターをリセットします。

• 緊急リセット・ホール付きモデルの
場合は、緊急リセット・ホールに
まっすぐに伸ばしたクリップを挿入
して、電源を一時的に切断します。
次に、AC電源を接続してコンピュー
ターを再起動します。

• 緊急用リセット・ホールがないモデ
ルの場合、電源ボタンを 7 秒間長押
しします。次に、すべての電源を再
接続し、コンピューターを再起動し
ます。

2. ステップ 1 が機能しない場合は、シス
テム・ボードを交換します (サービス
提供者のみ)。

0002: 内部バス・エラー システム・ボードを交換します (サービス提
供者のみ)。

0003: システム電源回路の不揮発性メモ
リー・プログラミング・エラー

システム・ボードを交換します (サービス提
供者のみ)。
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表 5. バッテリー充電 LED インジケーターの点滅パターンとエラー・コード (続き)

点滅パターン エラー・コード CRU/FRU または処置 (原因順)

0282: メモリー・モジュール・エラー 1. メモリー・モジュールを取り付け直す
か、交換します。

2. ステップ 1 が機能しない場合は、シス
テム・ボードを交換します (サービス
提供者のみ)。

0283: PCI リソース・エラー 1. PCIe デバイス (M.2 カード、PCIe カー
ドなど) を取り外します (サービス提供
者のみ)。

2. ステップ 1 が機能しない場合は、シス
テム・ボードを交換します (サービス
提供者のみ)。

0284: TCG 準拠の機能に関連したエラーで
す (BIOS コードの検証エラーの可能性があ
ります)

システム・ボードを交換します (サービス提
供者のみ)。

0285: TCG 準拠の機能に関連したエラーです
(TPM初期化エラーの可能性があります)

システム・ボードを交換します (サービス提
供者のみ)。

0286: 内蔵グラフィックス・エラー システム・ボードを交換します (サービス提
供者のみ)。

0287: ディスクリート・グラフィックス・
エラー

1. ディスクリート・グラフィック・カー
ドを取り付け直すか、交換します (サー
ビス提供者のみ)。

2. ステップ 1 が機能しない場合は、シス
テム・ボードを交換します (サービス
提供者のみ)。

0288: コンピューター・ディスプレイ・エ
ラー

1. システム・ボード側とコンピューター・
ディスプレイ側の両方でディスプレイ・
ケーブルを接続し直し (サービス提供
者のみ)、ディスプレイ・パネルを確認
します。

2. ステップ 1 が機能しない場合は、コン
ピューターに外付けディスプレイを接
続し、状況を確認してください (お客様
またはサービス提供者)。

• 外付けディスプレイが機能する場合
は、ディスプレイ・パネルを交換し
ます (サービス提供者のみ)。

• 外付けディスプレイが機能しない場
合は、システム・ボードを交換しま
す (サービス提供者のみ)。

0281: 共通埋め込みコントローラー・エラー システム・ボードを交換します (サービス提
供者のみ)。

ビープ音以外の症状
症状の説明をチェックして、コンピューターに何らかの処置やハードウェアの交換が必要かどうか
を確認します。
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表 6. ビープ音以外の症状

症状またはエラー CRU/FRU または処置 (原因順)

ビープ音が鳴らず、電源ランプがオンになるが、ディス
プレイには何も表示されず、POST は行われない。

1. ディスプレイ自己診断テストを実行します。
2. 各コネクターがしっかりと正しく接続されているか
確認します。

3. メモリー・モジュールを取り付け直します。
4. システム・ボードを交換する。

POST 時に、ビープ音が鳴らず、電源ランプがオンにな
るが、ディスプレイには何も表示されない。

1. ディスプレイ自己診断テストを実行します。
2. メモリー・モジュールを取り付け直します。
3. システム・ボードを交換する。

パワーオン・パスワード・プロンプトが表示される。 パワーオン・パスワードまたはスーパーバイザー・
パスワードが設定されています。パスワードを入力し
て、Enter キーを押します。

POST 中はビープ音が鳴らず、電源ランプがオンになる
が、ディスプレイには何も表示されず、Esc、F1、F4 の
LED インジケーターが順番に点滅する。

UEFI BIOS でメモリーの再トレーニングを実行していま
す。以下のような状況が検出されると、メモリーの再ト
レーニングが行われる場合があります。

• メモリー・モジュールの交換

• UEFI BIOS の合計メモリー暗号化設定の変更

• UEFI BIOS の更新時のメモリー・リファレンス・コー
ド [MRC] の変更

電源ボタンを押してこのプロセスを中断しないでくださ
い。ロゴ画面が表示されるまで数分間待ちます。

POST 中はビープ音が鳴らず、電源ランプがオンになる
が、ディスプレイには何も表示されず、Esc、F1、F4 の
LED インジケーターが点滅する。

UEFI BIOS は自動リカバリー中です。UEFI BIOS が破損
したり、悪意のある攻撃を受けた場合、破損していない
最後の安全なバックアップからコンピューターを自動リ
カバリーし、復元することができます。

キーの LED インジケーターが点滅する場合は、自動リ
カバリーの進行状況を示します。

• Esc の LED インジケーターが点滅: 0% ～ 32%

• Esc および F1 の LED インジケーターが同時に点滅:
33% ～ 65%

• Esc、F1 および F4 の LED インジケーターが同時に
点滅: 66% ～ 100%

電源ボタンを押してこの進行を中断しないでください。
ロゴ画面が表示されるまで数分間待ちます。

NVMe パスワード・プロンプトが表示される。 NVMe パスワードが設定されています。パスワードを
入力して、Enter キーを押します。

ディスプレイ関連の症状
重要：ノートブック・コンピューターの TFTディスプレイでは、多数の薄膜トランジスター (TFT) が使わ
れています。少数のドットが、欠落する、色が付かない、または光ったままになるのは TFT ディスプレ
イ・テクノロジーの特性ですが、こういったドットが多すぎると、画面が見にくくなります。

保守しているディスプレイで、目に見える不良ピクセルが 2 個以下の場合は、欠陥とは見なされませ
ん。ただし、ディスプレイに目に見える不良ピクセルが 3 個以上ある場合は、Lenovo はそのディスプ
レイを不良と見なし、交換します。

注：
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• この方針は、2008 年 1 月 1 日以降に購入されたすべての ThinkPad ノートブックに適用されます。
• ディスプレイが仕様範囲内の場合、ディスプレイを取り替えても不良ピクセルの数量をゼロにする
ことを保証できないため、Lenovo は交換を保証いたしません。

• 1 つのピクセルは、R、G、B のサブピクセルで構成されています。

ディスプレイ自己診断テスト
コンピューターの電源を入れてディスプレイが黒くなったら、ディスプレイ自己診断テストを実行して
ディスプレイが正常に機能しているかどうかを確認します。

ディスプレイ自己診断テストを実行するには:

ステップ 1. コンピューターがAC電源に接続されていることを確認してください。次に、電源ボタンを
約 7 秒間押してコンピューターの電源を切ります。

ステップ 2. Fn、左 Ctrl、および電源ボタンを同時に押します。コンピューターが画面全体に 5つの単色
を順番に表示する場合は、ディスプレイが正常に機能していることを示しています。

ステップ 3. テストは約 20 秒間続き、その後自動的に終了します。電源ボタンを押してテストを終
了することもできます。

表 7. ディスプレイ関連の症状

症状またはエラー FRU または処置 (原因順)

POST 時に、ビープ音が鳴らず、電源ランプがオンにな
るが、ディスプレイには何も表示されない。

1. ディスプレイ自己診断テストを実行します。
2. システム・ボードを交換する。

• ディスプレイに黒い画面が表示される。
• ディスプレイが暗すぎる。
• ディスプレイの輝度が調節できない。
• ディスプレイのコントラストが調節できない。

1. ディスプレイのコネクターを差し込み直します。
2. ディスプレイ・アセンブリーを交換します。
3. システム・ボードを交換する。

• ディスプレイの画面が読めない。
• 文字のドットが欠落している。
• 画面に異常がある。
• 誤った色が表示される。

1. 「ディスプレイ関連の症状」の重要な注記を参照
します。

2. ディスプレイのコネクターをすべて差し込み直し
ます。

3. ディスプレイ・アセンブリーを交換します。
4. システム・ボードを交換する。

ディスプレイに、水平方向または垂直方向に余分な線
が表示される。

ディスプレイ・アセンブリーを交換します。

再現性の低い問題
数字のエラー・コードが表示されず、症状が上記のセクションで説明されていない場合は、断続的なシス
テム停止の問題があるかどうかを確認してください。この問題は、ハードウェアの欠陥とは関係のな
いさまざまな原因でも起こります。例えば、宇宙線の影響、ESD、またはソフトウェアのエラーなど
です。断続的なシステム停止の問題が繰り返し起こる場合は、以下の手順で問題を分析し、CRU/FRU
を交換する必要があるかどうかを確認します。

ステップ 1. システム・ボードに対して診断テストをループ・モードで「少なくとも 10 回」実行する。
ステップ 2. エラーが検出されなければ、どの CRU/FRU も交換しない。
ステップ 3. エラーが検出された場合は、CRU/FRU コードで示された CRU/FRU を交換する。テストを再

度実行して、エラーが出ないことを確認する。

電話によるサポート
問題を解決しようとしてヘルプが必要な場合は、Lenovo スマートセンターまでご連絡ください。
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Lenovo に電話をかける前に
Lenovo に電話をかける前に、必要な情報を準備してください。

1. 問題の症状と詳細の記録:

• 発生している問題。連続的に起こっているのか、それとも断続的に起こるのか。
• エラー・メッセージまたはエラー・コード。
• 使用しているオペレーティング・システムとバージョン。
• 問題発生時に実行していたソフトウェア・アプリケーション。
• 問題を再現できるか。再現できた場合は、その方法。

2. システム情報の記録:

• 製品名。
• マシン・タイプおよび35 ページの「シリアル番号」。

サービスの QR コードとシリアル番号を確認する
このトピックは、サービスの QRコードとシリアル番号を見つけるのに役立ちます。

ベース・カバー・アセンブリーのQRコードをスキャンすると、次の情報が表示されます。

• 製品情報と保証状況
• Lenovo が検証した最新のドライバーとソフトウェア
• ハードウェアまたはソフトウェアの問題が発生した場合のトラブルシューティングと解決策の診断
• カスタマー・サポート・センターとプロフェッショナル・サポートの eチケット・エントリー

シリアル番号は、次の方法で確認できます。

• Vantageアプリの「ダッシュボード」または「デバイス」
• コンピューターのシリアル番号ラベル (以下のイラストを参照)
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Lenovo スマートセンター
保証期間内においては、Lenovo スマートセンターに問い合わせてヘルプを依頼することができます。

電話番号

お住まいの国または地域の Lenovo サポートの電話番号リストについては、https://pcsupport.lenovo.com/
supportphonelistで最新の電話番号をご確認ください。

注：電話番号は、予告なしに変更される場合があります。お客様の国または地域の電話番号が記載されて
いない場合は、Lenovo 販売店または Lenovo の営業担当員にお問い合わせください。

保証対象外の項目と活動
コンピューターの故障の原因が、お客様の誤使用、不注意、ご自身によるシステム構成の変更、または物
理的に不適切な環境や操作環境、あるいはお客様自身の保守によるものである場合は、保証期間内であっ
ても、修理は有償になることがあります。以下にリストするのは、修理期間内であってもサービスの対象
にならない項目と、通常の使用方法ではかからない圧力をかけたためにシステムが示す異常状況です。

保証対象外の項目

• 圧力をかけたり、落としたりしたことによるディスプレイのひび割れ
• 部品の損傷 (引っかき傷や染みなど表面的なもの)
• 表面部品のゆがみ、変形、または変色
• 過度の力を加えたことによる、プラスチック・パーツ、ラッチ、ピン、またはコネクターのひび
割れまたは破損

• システムに水などの液体をこぼして生じた故障
• PC カードを不適切なスロットに挿入したり、互換性のないカードを挿入したりすることによって
生じた故障

• ディスケット・ドライブ・カバーへの圧力、ドライブ内の異物、または複数のラベルが付いたディス
ケットの挿入によって生じた、ディスケット・ドライブの損傷

• 損傷した、または曲がったディスケット・イジェクト・ボタン
• サポートされていない装置を接続してヒューズが切れた場合
• コンピューターのパスワードを忘れた場合 (コンピューターを使用できない)
• キーボードに液体をこぼしたことによるキーの固着
• コンピューターで正しくない AC 電源アダプターを使用

保証期間サービスが適用されない場合がある症状

• 不当な保守や修正によって部品が紛失している場合。
• ソリッド・ステート・ドライブの明らかな損傷。ソリッド・ステート・ドライブのスピンドルが雑音を
発生するようになった場合、落とされたか、過度な力が加えられた可能性があります。
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第 4 章 部品、ねじ、ツール

部品
部品交換に進む前に、部品タイプの定義を理解し、Lenovo サポートWeb サイトで部品の検索方法を学習
したうえで、分解図を使用してこのコンピューターのすべての CRU/FRU の概要を把握してください。

部品の種類の定義
ご使用のコンピューターには、以下のタイプの「お客様での取替え可能部品」 (CRU) および「現
場作業者取替え可能部品」 (FRU) があります。

• セルフ・サービス CRU:お客様自身または専門の保守技術担当者が簡単に交換できる部品を指しま
す (追加料金あり)。

• オプション・サービスCRU:スキル・レベルがより高いお客様が交換できる部品を指します。専門の保守
技術担当者は、お客様の製品に指定された保証タイプが対象とする部品の交換サービスも提供します。

• FRU:交換するのがより複雑な部品を指します。これらの部品は専門の保守技術担当者が交換する
ことをお勧めします。お客様自身が FRU を交換する場合は、正しい指示に慎重に従っているこ
とを確認することをお勧めします。

重要な注意事項:

• お客様用の CRU について:

– 製品に関する問題の中には、CRUを交換することで解決できるものがあります。Self-service CRU の
場合、取り付けはお客様ご自身の責任で行っていただきます。Optional-service CRU については、お
客様ご自身で CRUを取り付けていただくか、または対象の製品に指定された保証サービスに基づ
き、サービス提供者に CRU の取り付けを要請することもできます。

– お客様ご自身で CRU を取り付けていただく場合は、Lenovo からお客様に CRU を出荷します。
CRU についての情報および交換手順のご案内は、製品と一緒に出荷されます。また、お客様はこ
れらをいつでも Lenovo に要求し、入手することができます。

– ご使用の製品に対応した CRUのリストは、この「ハードウェア保守マニュアル」に記載していま
す。このマニュアルを見つけるには、https://support.lenovo.comにアクセスして、製品名またはシリア
ル番号で検索します。次に、「Guides & Manuals (マニュアル)」をクリックします。

– 障害のある CRUの返却が必要な場合は、(1) 返却の指示、送料前払いの返却用出荷ラベル、および
返送用梱包材が交換用CRUに付属しています。(2) お客様が交換用CRUを受領した日から 30日以内
に、障害のある CRUが Lenovo に届かない場合、交換用 CRUの代金を請求させていただく場合があ
ります。詳細については、Lenovo 保証規定を参照してください。

• CRU/FRU について:

– 特別の定めがない限り、各 CRU/FRU はすべてのタイプまたはモデルについて入手可能です。
– CRU/FRU は、正しいモデルの別の CRU/FRU とだけ交換してください。CRU/FRU を交換するとき
は、製品のモデルと CRU/FRU の部品番号が正しいことを確認してください。

– 一時的で再現性のないエラーを理由に CRU/FRU を交換しないでください。一時的なエラーは、
ハードウェアの欠陥とは関係のないさまざまな理由で生じることがあります。例えば、宇宙線に
よる影響、ESD、またはソフトウェアのエラーなどです。CRU/FRU の交換は、問題が繰り返し
て起こる場合にだけ検討してください。それでも CRU/FRU に欠陥があると思われる場合は、エ
ラー・ログをクリアして、もう一度テストを実行してください。エラーが再発生しない場合は
CRU/FRU を交換しないでください。

– 正常な CRU/FRU を交換しないように注意してください。

© Copyright Lenovo 2025 37

https://support.lenovo.com


– コンピューターの保守作業後にCRU/FRUを返却する必要がある場合は、FRUに添付するパーツ交換
表またはパーツ返却表に、以下のことを記述する必要があります。
1. 保守技術担当者の名前と電話番号
2. 保守作業日
3. マシンが故障した日付
4. 購入日
5. エラーの現象、画面に表示されているエラー・コード、ビープ音
6. CRU/FRU を交換するに至った過程と、参考にしたページ
7. 問題の CRU/FRU と、そのパーツ番号
8. マシン・タイプ、モデル番号、シリアル番号
9. お客様の名前と住所

部品の検索
1. 部品番号、説明、交換部品番号などのより詳細な CRU/FRU 情報については、
https://support.lenovo.com/partslookupにアクセスしてください。

2. 製品名、マシン・タイプ、またはシリアル番号を対応するフィールドに入力すると、一般的な
CRU/FRU リストが表示されます。
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分解図と部品リスト
分解図 部品リスト

Self-service CRU:

1 46 ページの「ベース・カバー・アセンブリー」

2 3 52 ページの「M.2 ソリッド・ステート・ド
ライブおよびM.2 ソリッド・ステート・ドライ
ブ・ブラケット」

c e 電源コード

d f AC 電源アダプター

Optional-service CRU:

8 49 ページの「内蔵バッテリー」

FRU:

4 82 ページの「システム・ボード」

5 54 ページの「サーマル・パッド付きサーマ
ル・プレート」

6 63 ページの「EDP およびカメラ・ケーブル・
ブラケット・アセンブリー」

7 75ページの「WLANアンテナ・アセンブリー」

9 56 ページの「スピーカー・アセンブリー」

10 88 ページの「キーボード・アセンブリー」

11 77 ページの「ディスプレイ・アセンブリー」

12 68 ページの「触覚タッチパッド・ケーブル」

13 70 ページの「触覚タッチパッド」

14 15 80 ページの「I/O 面の左右のカバー」

16 58 ページの「ファン・アセンブリー」

17 61 ページの「ヒートシンク」

18 19 65 ページの「システム・ボードの左右の
ブラケット」

20 67 ページの「指紋センサー・ケーブル」

a Lenovo ファクトリー・リカバリーUSBキー*

b その他の部品

* 一部のモデル

注：

• Lenovo ファクトリー・リカバリーUSB キー a は、Microsoft Windows オペレーティング・システムの
復元に使用します。コンピューターに付属していない場合は、https://pcsupport.lenovo.com/lenovorecovery
から購入できますが、追加で出荷手数料と取扱手数料がかかる場合があります。

• その他の部品 b には、次のアイテムが含まれています。

– ねじキット、40 ページの「ねじ」を参照
– その他のメカニカル・キット: 熱伝導ジェル・キット
– ラベル・キット: ラベルと仕様
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ねじ
このセクションでは、このコンピューターのねじリストと、ハードウェア交換前に知っておく必要のあ
るねじに関する注意事項について説明します。

ねじ一覧
次の表は、この製品のねじの仕様、トルク情報、ねじの色、ねじの数量をまとめたものです。

表 8. 本製品のねじ一覧

番号 写真 種類 長さ (mm) トルク (kgf.cm) 色 数量

1 M1.6 3 1.0 ± 0.1 黒色 10

2 M2 2 1.85 ± 0.15 黒色 10

3 M2 3.2 1.85 ± 0.15 黒色 4

4 M2 3.8 1.85 ± 0.15 銀色 8

5 M2.5 4 3.0 ± 0.3 銀色 6

ねじに関する注意事項
コンピューターを保守するには、次のことが必要です。

• すべてのねじは慎重に保管し、再利用してください。
• ねじキットが必要。ねじキットの部品番号については、
https://support.lenovo.com/partslookupを参照してください

• CRU/FRU の交換手順に示されている正しいねじを使用してください。
• CRU/FRU 交換図の矢印で示される方向にねじを回します。
• トルク・ドライバーを使用する場合、すべてのねじは、各ステップのねじ情報の表に指定されたトル
クで締め付けてください。

• トルク・ドライバーが国の規格に従って正しく調整されているか確認してください。

ねじが緩むと、信頼性が低下する可能性があります。お使いのコンピューターの場合、この問題は、次の
特性を持つ特殊なナイロン被覆ねじで対処できます。
• しっかり留める。
• 衝撃や振動などがあっても簡単には緩まない。
• 締めるのに力がいる。

ねじを締める際は次のようにします。
• プラスチックからプラスチック
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ねじの頭がプラスチック部品の表面に接した後、90 度余分にねじを締め付けます。

• 論理カードからプラスチック

ねじの頭が論理カードの表面に接した後、180 度余分にねじを締め付ける。

保守ツール
次の表に、この製品の保守を行うためのすべてのツールを示します。特定の部品の保守に必要なツールは、
その部品の分解トピックにリストされています。製品の保守を行う前に、それらを準備してください。

表 9. 保守ツール

番号 参考画像 ツール名 仕様 ツールの種類

1 ドライバー・セット PH0、PH1、PH00 一般的なツール

2 マイナス・ドライバー状
の工具

なし 一般的なツール

3 ピンセット なし 一般的なツール

4 USB フラッシュ・ドラ
イブ

Golden Key、Chrome
Reloads、AutoPilot など
用

一般的なツール

5 USB-C - USB-A コンバー
ター

USB-Cのみのシステム用 一般的なツール

6 ポリアミド・テープ なし 消耗ツール
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表 9. 保守ツール (続き)

番号 参考画像 ツール名 仕様 ツールの種類

7 マイラー・テープ なし 消耗ツール

8 絶縁テープ なし 消耗ツール

9 両面テープ なし 消耗ツール

10 導電性テープ なし 消耗ツール

11 イレイザー なし 消耗ツール

12 触覚タッチパッドのジ
グ (触覚タッチパッドに
付属)

なし 消耗ツール

13 熱伝導グリース 標準的な熱伝導グリー
ス。Honeywell PTM
7958SP をお勧めしま
す。

消耗ツール

14 サーマル・パッド 0.5 mm 消耗ツール

注：熱伝導グリースをマイクロプロセッサーの表面とヒートシンクに塗布し、エアー・ギャップを埋
めます。熱伝導グリースが塗布された部品の場合は、取り付け時に新しいグリースを塗布することを
お勧めします。
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第 5 章 ハードウェアの交換

この章では、コンピューターのハードウェア・コンポーネントの取り外しおよび取り付け方法につい
て説明します。

ハードウェア交換前
ハードウェア・コンポーネントの交換または取り付けを行う前に、このトピックをよくお読みください。

一般的なガイドラインと心得

危険

CRU/FRU を取り外す前に、コンピューターの電源を切って、すべての電源コードを電源コンセントか
ら外し、内蔵バッテリーを無効にしてください。次に、相互接続ケーブルを取り外してください。

CRU/FRU の取り外しまたは取り付けを行うときは、必ず、以下の一般的なガイドラインに従って
ください。
1. CRU/FRU を交換する前に、必ず「一般的な安全と規制に関する注意」をお読みください。
2. 本書にリストしているCRU/FRUを交換する前に、必ずソフトウェアの修正、ドライバー、およびUEFI
BIOS ダウンロードをすべてインストールしてください。ソフトウェアの修正、ドライバー、および
UEFI BIOS をダウンロードするには、https://support.lenovo.comにアクセスし、画面の指示に従います。

3. 不要な CRU/FRU 交換や保守の出費をなくすため、次の心得を守ってください。

• CRU/FRU を交換するように指示され、交換を行なっても問題が修復されない場合、次の段階に進
む前に元の CRU/FRU を取り付け直してください。

• 一部のコンピューターには、プロセッサー・ボードとシステム・ボードの両方が備えられてい
ます。プロセッサー・ボードまたはシステム・ボードを交換するように指示された場合、一方
のボードを交換しても問題がなくならないときは、そのボードを取り付け直してから、もう一
方のボードを交換してください。

• アダプターまたは装置に複数の CRU/FRU が含まれている場合、それらの CRU/FRU のどれかが
エラーの原因である可能性があります。アダプターまたは装置を交換する前に、CRU/FRU を 1
つずつ取り外して、症状が変化するかどうかを見ます。症状が変化した CRU/FRU だけを交換
してください。

4. CRU/FRU を交換する前に、37 ページの第 4章「部品、ねじ、ツール」をよくお読みください。
5. 故障している CRU/FRU を交換する前に、取り外す必要のある CRU/FRU を最初に取り外します。
対象となる CRU/FRU は、各 CRU/FRU 交換セクションの最初にリストされています。それらの
FRU は、リストの順番どおりに取り外します。

6. CRU/FRU の取り外しまたは取り付け手順は、正しい順序 (図の中の四角で囲まれた番号のとおり)
に従って行います。

7. CRU/FRU を取り外す際は、図面にある矢印が示す方向に動かします。

注意：

• システム・ボードは ESD の影響を受けやすく、それによって破損することがあります。システ
ム・ボードに触れる前に、片手でアース・ポイントに触れるか、ESD ストラップを使用することに
より人体の静電気を放電させます。

• CRU/FRU の交換後、ねじ、バネ、その他の小さな部品がすべて正しい位置にあり、またコンピュー
ターの内部でそれらが緩んでいないことを確認するまで、コンピューターの電源を入れないでくださ
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い。これを確認するには、コンピューターを静かに振って、カチャカチャと音がしないか確認します。
金属部品や金属破片はショートの原因になることがあります。

交換用コネクターおよびケーブル
このトピックでは、Lenovo 認定の保守技術担当者が交換のためにコネクターおよびケーブルを識別するの
に役立つ情報を記載しています。コンピューターの各 CRU/FRU および分解図を参照するには、39 ページ
の「分解図と部品リスト」を参照してください。

注：コンピューター・モデルによっては、一部のコネクターまたはケーブルを使用できないことが
あります。

システム・ボードのコネクターおよびケーブル

表 10. 交換用システム・ボード・コネクターおよびケーブル

番
号

コネクター/機能 必要な内部ケーブル ケーブル接続

1 指紋センサー・コネクター付き電
源ボタン

電源ボタン (指紋センサー付き)
ケーブル

ケーブルをこのコネクターに接続
します。

2 WLAN アンテナ・コネクター (内
蔵)

WLANアンテナ・アセンブリー・
ケーブル

WLANアンテナ・アセンブリーに
は 2本のケーブルが付属していま
す。コネクターにケーブルを接続
します。

3 カメラ・コネクター カメラ・ケーブル カメラ・ケーブルをこのコネク
ターに接続します。

4 ディスプレイ・アセンブリー・コ
ネクター

ディスプレイ・ケーブル ディスプレイ・ケーブルをこのコ
ネクターに接続します。

5 HDMI コネクター (外部) なし 互換性のあるデジタル・オーディ
オ・デバイスまたはビデオ・モニ
ターをこのコネクターに接続し
ます。

6
15

USB-C (Thunderbolt 4) コネクター
(外部)

なし USB-C 対応または Thunderbolt 4 対
応デバイスをこのコネクターに接
続します。

7 M.2 ソリッド・ステート・ドライ
ブ・スロット (内蔵)

なし このスロットにM.2 ソリッド・ス
テート・ドライブを直接挿入し
ます。
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表 10. 交換用システム・ボード・コネクターおよびケーブル (続き)

番
号

コネクター/機能 必要な内部ケーブル ケーブル接続

8
13

ファン・アセンブリー・コネク
ター (内蔵)

ファン・アセンブリー・ケーブル ファン・アセンブリーには 2本の
ケーブルが付属しています。コネ
クターにケーブルを接続します。

9 キーボード・アセンブリー・コネ
クター

キーボード・アセンブリー・ケー
ブル

キーボード・アセンブリー・ケー
ブルをこのコネクターに接続し
ます。

10 キーボード・バックライト・コネ
クター

キーボード・バックライト・ケー
ブル

キーボード・バックライト・ケー
ブルをこのコネクターに接続し
ます。

11 触覚タッチパッド・コネクター
(内蔵)

触覚タッチパッド・ケーブル 触覚タッチパッド・ケーブルの一
方の端を触覚タッチパッドに接続
し、もう一方の端をこのコネク
ターに接続します。

12 内蔵バッテリー・コネクター (内
蔵)

内蔵バッテリー・ケーブル 内蔵バッテリー・ケーブルをこの
コネクターに接続します。

14 スピーカー・コネクター (内蔵) スピーカー・アセンブリー・ケー
ブル

スピーカー・アセンブリー・ケー
ブルをこのコネクターに接続し
ます。

16 オーディオ・コネクター (外部) なし ヘッドホンまたはヘッドセットを
このコネクターに接続します。

内蔵バッテリーの無効化
FRUを交換する前に、まず高速スタートアップを無効にして、次に内蔵バッテリーを無効にしてください。

高速スタートアップを無効にするには
ステップ 1. 「コントロールパネル」に移動し、大きいアイコンまたは小さいアイコンで表示します。
ステップ 2. 「電源オプション」をクリックしてから、左ペインの「電源ボタンの動作を選択する」

をクリックします。
ステップ 3. 上部の「現在利用可能ではない設定を変更します」をクリックします。
ステップ 4. ユーザーアカウント制御 (UAC)のプロンプトが出された場合は、「はい」をクリックします。
ステップ 5. 「高速スタートアップを有効にする」チェック・ボックスのチェックを外し、「変更の保

存」をクリックします。

内蔵バッテリーを無効にするには
ステップ 1. コンピューターを再起動する。ロゴ画面が表示されているときに、すぐに F1キーを押して、

UEFI BIOS メニューに入ります。
ステップ 2. 「Config」 ➙「Power」を選択します。「Power」サブメニューが表示されます。
ステップ 3. 「Disable Built-in Battery」を選択し、Enter キーを押します。
ステップ 4. 「Setup Confirmation」ウィンドウで、「Yes」を選択します。

内蔵バッテリーが無効になり、コンピューターの電源が自動的に切れます。

3 分から 5 分間、コンピューターの温度が下がるまでお待ちください。
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注：コンピューターがUEFI BIOS メニューに入ることができない場合は、内蔵バッテリーを無効にするこ
とはできません。部品を交換する際にショートを避けるために、次のようにすることをお勧めします。

• ケーブルを使用してシステム・ボードに接続されている内蔵バッテリーの場合: バッテリー・ケーブ
ルを外します。

• くし型コネクターでシステム・ボードに接続されている内蔵バッテリーの場合: バッテリーを取り外
して、コネクターを取り外します。取り外し手順については、本書の内蔵バッテリーの交換手順を
参照してください。

交換ビデオ
Lenovo 認定保守技術担当者向けの CRU/FRU 交換動画は、以下のサポート・サイトで参照できます。
http://go.lenovo.com/thinkpadx9-14gen1fruvideos

ベース・カバー・アセンブリー

交換手順は以下のとおりです。

• 交換前

– 前提条件
– 手順の概要
– 部品へのアクセス

• 交換手順

– 取り外し
– 取り付け
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交換前

前提条件

開始する前に、必ず 5 ページの第 2 章「ハードウェア保守の安全要件」および 43 ページの「ハード
ウェア交換前」をお読みください。

手順の概要

• 必要なステップ数: 4
• 全体的な難易度: 低
• 必要なツール: プラス・ドライバー

部品へのアクセス

アクセスするには、次のようにします。
1. 高速スタートアップと内蔵バッテリーを無効にします。45 ページの「内蔵バッテリーの無効
化」を参照してください。

2. コンピューターの電源をオフにして、AC電源およびすべての接続ケーブルから切り離します。
3. 液晶ディスプレイを閉じて、コンピューターを裏返します。

交換手順
手順に従って、ベース・カバー・アセンブリーを交換します。

注：次のような状況では、ベース・カバー・アセンブリーを取り外さないでください。取り外した場合
は、短絡の恐れがあります。

• コンピューターに取り外し可能なバッテリーが取り付けられている場合
• コンピューターが AC 電源に接続されている場合

取り外し

ステップ 1. 下図のようにベース・カバー・アセンブリーを取り外します。

取り付け

ステップ 2. 下図のようにベース・カバー・アセンブリーを取り付けます。
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ベース・カバー・アセンブリーを再取り付けした後にコンピューターが始動しない場合は、AC 電源
アダプターを取り外してから、コンピューターに再接続します。

交換後

ベース・カバー・アセンブリーへのラベルの貼り付け

注：

• 国または地域によって、ラベルは、次に示す図のいずれとも若干異なる場合があります。
• ベース・カバー・アセンブリーを交換するときは、ラベル・キットのラベルを貼り付けます。ラベ
ル・キットに含まれていないラベルについては、古いベース・カバー・アセンブリーからはがして、
新しいベース・カバー・アセンブリーに貼り付けてください。

項目 項目

1 S/N ラベル 2 GEO ラベル
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内蔵バッテリー

交換手順は以下のとおりです。

• 交換前

– 前提条件
– 手順の概要
– 部品へのアクセス

• 交換手順

– 取り外し
– 取り付け

交換前

前提条件

開始する前に、必ず 5 ページの第 2 章「ハードウェア保守の安全要件」および 43 ページの「ハード
ウェア交換前」をお読みください。

警告：
コンピューターに指定されている Lenovo 認定バッテリーのみを使用してください。それ以外のバッテ
リーでは、発火または爆発が生じるおそれがあります。

製品のバッテリーは、互換性テストが実施されており、交換する場合は、認可部品と交換する必要があり
ます。Lenovo が指定したもの以外のバッテリー、あるいは分解または改造されたバッテリーは、保
証が適用されない場合があります。

バッテリーを乱用したり誤操作を行うと、過熱、液漏れ、破裂を起こすことがあります。充分ご注意を
お願いします。

• 保守を行う資格がある場合を除き、バッテリーを開けたり、分解したり、保守しないでください。ま
た、Lenovo が提供するすべての指示に慎重に従うようにしてください。

• バッテリーをぶつけたり、穴を開けたりしないでください。

• バッテリーをショートさせたり、水やその他の液体をかけないでください。
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• バッテリーをお子様の手の届くところに置かないでください。

• バッテリーを火気に近づけないでください。

• バッテリーが損傷した場合、または放電やバッテリー端子に異物の堆積を認めた場合は、使用を
中止してください。

• 充電式バッテリーや内蔵型充電式バッテリーを搭載している製品は室温で保管し、充電は容量の約 30
~ 50% にしてください。過放電を防ぐために、1 年に 1 回の充電をお勧めします。

• ごみ廃棄場で処分されるごみの中にバッテリーを捨てないでください。バッテリーを処分する場合
は、現地の条例または規則に従ってください。

• バッテリーを誤って交換すると、爆発の危険があります。バッテリーには少量の有害物質が含まれ
ています。

Lenovo は、資格を持った修理技術者に依頼するか、Lenovo が提供するすべての指示に慎重に従うことを
お勧めします。Lenovo 認定の修理施設または Lenovo 認定技術担当者は、地域法および現地の規制に従っ
て Lenovo バッテリーのリサイクルを実施します。家庭ごみと一緒にバッテリーを処分しないでくださ
い。リサイクル情報については、https://www.lenovo.com/recyclingを参照してください。

注意：Lenovo は、無許可のバッテリーのパフォーマンスおよび安全性について責任を負うものではありま
せん。また、使用に起因するエラーや損害について一切保証いたしません。

Vantage アプリでは、内蔵バッテリーに欠陥があるかどうかを判断するバッテリー自動診断テストを
実行できます。内蔵バッテリーは、この診断テストでバッテリーに欠陥があると示されない限り交換
しないでください。ただし、内蔵バッテリーに物理的な損傷がある場合、または安全上の問題が考
えられるとお客様が報告した場合を除きます。

Vantage アプリがコンピューターにインストールされていない場合は、物理的に破損していない内蔵
バッテリーを交換する前に、アプリケーションをダウンロードおよびインストールして、内蔵バッテ
リーを診断してください。物理的な損傷を受けた内蔵バッテリーの交換は保証の対象ではないこと
に注意してください。

手順の概要

• 必要なステップ数: 4
• 全体的な難易度: 低
• 必要なツール: プラス・ドライバー

部品へのアクセス

アクセスするには、次のようにします。
1. 高速スタートアップと内蔵バッテリーを無効にします。45 ページの「内蔵バッテリーの無効
化」を参照してください。

2. コンピューターの電源をオフにして、AC電源およびすべての接続ケーブルから切り離します。
3. 液晶ディスプレイを閉じて、コンピューターを裏返します。
4. ベース・カバー・アセンブリーを取り外します。46 ページの「ベース・カバー・アセンブリー」を
参照してください。

交換手順
手順に従って、内蔵バッテリーを交換します。

取り外し

ステップ 1. 下図のようにコネクターを取り外し、4 本の拘束ねじを緩めます。
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ステップ 2. 下図のようにバッテリーを取り外します。

取り付け

ステップ 3. 内蔵バッテリーを取り付ける前に、バッテリー・コンパートメントを十分にチェックして、
バッテリーを損傷する可能性がある異物や鋭利な物体がないことを確認してください。

ステップ 4. 逆の順序でバッテリーを取り付けます。
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M.2 ソリッド・ステート・ドライブおよび M.2 ソリッド・ステート・ド
ライブ・ブラケット

交換手順は以下のとおりです。

• 交換前

– 前提条件
– 手順の概要
– 部品へのアクセス

• 交換手順

– 取り外し
– 取り付け

交換前

前提条件

開始する前に、必ず 5 ページの第 2 章「ハードウェア保守の安全要件」および 43 ページの「ハード
ウェア交換前」をお読みください。

注意：

• M.2 ソリッド・ステート・ドライブを交換する前に、必ず低レベル・フォーマットの実行操作を試みて
ください。これにより、ドライブのすべてのデータが消去されます。お客様がデータの現行バックアッ
プを取っていることを確認した上で、この作業を行ってください。

• 保守しようとしているコンピューターの始動デバイス順序が変更されている可能性があります。コ
ピー、保存、フォーマットなどの書き込み操作時には特に注意してください。ドライブを間違って選択
すると、データやプログラムが上書きされてしまうことがあります。

• M.2 ソリッド・ステート・ドライブを交換する場合は、新しいオペレーティング・システムをイン
ストールする必要がある場合があります。新しいオペレーティング・システムをインストールする
方法について詳しくは、92 ページの「Windows オペレーティング・システムをインストールす
る」を参照してください。

• ご使用のコンピューターは、片面のM.2 ソリッド・ステート・ドライブのみをサポートします。ス
ロットの高さ制限により、両面M.2 ソリッド・ステート・ドライブは適用できません。

M.2 ソリッド・ステート・ドライブは衝撃に敏感です。扱い方を誤ると、破損したり、データが失われ
たりすることがあります。

52 ハードウェア保守マニュアル



M.2 ソリッド・ステート・ドライブの取り扱い時には、M.2 ソリッド・ステート・ドライブを水平に取
り外しまたは挿入します。スロットが損傷する恐れがあります。

M.2 ソリッド・ステート・ドライブを取り扱う際は、次のガイドラインに従ってください。

• M.2 ソリッド・ステート・ドライブの交換は、修理の目的でのみ行ってください。M.2 ソリッド・ス
テート・ドライブは、頻繁な着脱や交換に耐えるようには設計されていません。

• M.2 ソリッド・ステート・ドライブを交換する前に、保存しておきたいデータはすべてバックアップ・
コピーを作成してください。

• M.2 ソリッド・ステート・ドライブに圧力をかけないでください。
• 接触エッジやM.2 ソリッド・ステート・ドライブの回路ボードには触れないでください。M.2 ソリッ
ド・ステート・ドライブが損傷する恐れがあります。

• M.2 ソリッド・ステート・ドライブに物理的な衝撃や振動を与えないでください。物理的な衝撃を吸収
するために、布などの柔らかい物質の上にM.2 ソリッド・ステート・ドライブを置いてください。

手順の概要

• 必要なステップ数: 2
• 全体的な難易度: 低
• 必要なツール: プラス・ドライバー

部品へのアクセス

アクセスするには、次のようにします。
1. 高速スタートアップと内蔵バッテリーを無効にします。45 ページの「内蔵バッテリーの無効
化」を参照してください。

2. コンピューターの電源をオフにして、AC電源およびすべての接続ケーブルから切り離します。
3. 液晶ディスプレイを閉じて、コンピューターを裏返します。
4. ベース・カバー・アセンブリーを取り外します。46 ページの「ベース・カバー・アセンブリー」を
参照してください。

交換手順
手順に従って、M.2 ソリッド・ステート・ドライブとM.2 ソリッド・ステート・ドライブ・ブラケット
を交換します。

取り外し

ステップ 1. 下図のように、2本の拘束ねじを緩め、M.2 ソリッド・ステート・ドライブ・ブラケットと
M.2 ソリッド・ステート・ドライブを取り外します。

第 5 章 . ハードウェアの交換 53



取り付け

ステップ 2. 逆の順序でM.2 ソリッド・ステート・ドライブとM.2 ソリッド・ステート・ドライブ・ブラ
ケットを取り付けます。

サーマル・パッド付きサーマル・プレート

交換手順は以下のとおりです。

• 交換前

– 前提条件
– 手順の概要
– 部品へのアクセス

• 交換手順

– 取り外し
– 取り付け
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交換前

前提条件

開始する前に、必ず 5 ページの第 2 章「ハードウェア保守の安全要件」および 43 ページの「ハード
ウェア交換前」をお読みください。

手順の概要

• 必要なステップ数: 2
• 全体的な難易度: 低
• 必要なツール: プラス・ドライバー

部品へのアクセス

アクセスするには、次のようにします。
1. 高速スタートアップと内蔵バッテリーを無効にします。45 ページの「内蔵バッテリーの無効
化」を参照してください。

2. コンピューターの電源をオフにして、AC電源およびすべての接続ケーブルから切り離します。
3. 液晶ディスプレイを閉じて、コンピューターを裏返します。
4. ベース・カバー・アセンブリーを取り外します。46 ページの「ベース・カバー・アセンブリー」を
参照してください。

交換手順
手順に従って、サーマル・パッド付きサーマル・プレートを交換します。

取り外し

ステップ 1. 下図のように 2 本の拘束ねじを緩め、サーマル・パッド付きサーマル・プレートを取り外
します。

取り付け

ステップ 2. 逆の順序でサーマル・パッド付きサーマル・プレートを取り付けます。
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スピーカー・アセンブリー

交換手順は以下のとおりです。

• 交換前

– 前提条件
– 手順の概要
– 部品へのアクセス

• 交換手順

– 取り外し
– 取り付け

交換前

前提条件

開始する前に、必ず 5 ページの第 2 章「ハードウェア保守の安全要件」および 43 ページの「ハード
ウェア交換前」をお読みください。

手順の概要

• 必要なステップ数: 3
• 全体的な難易度: 低
• 必要なツール: なし

部品へのアクセス

アクセスするには、次のようにします。
1. 高速スタートアップと内蔵バッテリーを無効にします。45 ページの「内蔵バッテリーの無効
化」を参照してください。

2. コンピューターの電源をオフにして、AC電源およびすべての接続ケーブルから切り離します。
3. 液晶ディスプレイを閉じて、コンピューターを裏返します。
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4. ベース・カバー・アセンブリーを取り外します。46 ページの「ベース・カバー・アセンブリー」を
参照してください。

交換手順
手順に従って、スピーカー・アセンブリーを交換します。

取り外し

ステップ 1. 下図のように、スピーカー・ケーブル、内蔵バッテリー・ケーブル、触覚タッチパッド・
ケーブル、キーボード・バックライト・ケーブル、キーボード・アセンブリー・ケーブル
をシステム・ボードから取り外します。

ステップ 2. 下図のように、ケーブルを固定している粘着テープをキーボード・アセンブリーから剥が
し、スピーカー・アセンブリーを取り外します。

取り付け

ステップ 3. 逆の順序でスピーカー・アセンブリーを取り付けます。

注：取り付け時の注意

• スピーカーが下図の指示された位置に貼り付けられていることを確認します。
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• 粘着テープが下図の指示された位置に貼り付けられていることを確認します。

ファン・アセンブリー

交換手順は以下のとおりです。

• 交換前
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– 前提条件
– 手順の概要
– 部品へのアクセス

• 交換手順

– 取り外し
– 取り付け

交換前

前提条件

開始する前に、必ず 5 ページの第 2 章「ハードウェア保守の安全要件」および 43 ページの「ハード
ウェア交換前」をお読みください。

手順の概要

• 必要なステップ数: 3
• 全体的な難易度: 低
• 必要なツール: プラス・ドライバー

部品へのアクセス

アクセスするには、次のようにします。
1. 高速スタートアップと内蔵バッテリーを無効にします。45 ページの「内蔵バッテリーの無効
化」を参照してください。

2. コンピューターの電源をオフにして、AC電源およびすべての接続ケーブルから切り離します。
3. 液晶ディスプレイを閉じて、コンピューターを裏返します。
4. ベース・カバー・アセンブリーを取り外します。46 ページの「ベース・カバー・アセンブリー」を
参照してください。

交換手順
手順に従って、ファン・アセンブリーを交換します。

取り外し

ステップ 1. 下図のように、左右のファン・アセンブリー・ケーブルをシステム・ボードから取り外
します。
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ステップ 2. 下図のように 4本の拘束ねじを緩め、ファン・アセンブリーを取り外します。

取り付け

ステップ 3. 逆の順序でファン・アセンブリーを取り付けます。
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ヒートシンク

交換手順は以下のとおりです。

• 交換前

– 前提条件
– 手順の概要
– 部品へのアクセス

• 交換手順

– 取り外し
– 取り付け

交換前

前提条件

開始する前に、必ず 5 ページの第 2 章「ハードウェア保守の安全要件」および 43 ページの「ハード
ウェア交換前」をお読みください。

手順の概要

• 必要なステップ数: 2
• 全体的な難易度: 中
• 必要なツール:

部品へのアクセス

アクセスするには、次のようにします。
1. 高速スタートアップと内蔵バッテリーを無効にします。45 ページの「内蔵バッテリーの無効
化」を参照してください。

2. コンピューターの電源をオフにして、AC電源およびすべての接続ケーブルから切り離します。
3. 液晶ディスプレイを閉じて、コンピューターを裏返します。
4. ベース・カバー・アセンブリーを取り外します。46 ページの「ベース・カバー・アセンブリー」を
参照してください。
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交換手順
手順に従って、ヒートシンクを交換します。

取り外し

ステップ 1. 下図のように 4 本の拘束ねじを緩め、ヒートシンクを取り外します。

取り付け

注：

• (新しいアセンブリーを取り付けるのではなく) 取り外した同じヒートシンクを取り付け直す場合は、
ヒートシンクをコンピューターに取り付ける前に、以下を行います。

– 使用した熱伝導グリースをすべて拭き取ってから、新しい熱伝導グリースを塗布します。次の
図に示すように a とマークされている部分に、新しい熱伝導グリースを 0.2 グラムの量だけ塗
布します。グリースの塗布量が多すぎても少なすぎても、コンポーネントとの接触が不完全であ
るために熱の問題が発生します。

– システム・ボードを新しいものと交換する際に、次の図に示す b とマークされている部分に熱伝導
ジェルが不足している場合は、使用されていた熱伝導ジェルを拭き取り、 b とマークされている部
分、またはシステム・ボードの対応する部分に新しい熱伝導ジェルを補足します。

• 新しいヒートシンクを取り付ける場合は、ヒートシンクをコンピューターに取り付ける前に、システ
ム・ボード上の熱伝導グリースと熱伝導ジェル (ある場合) をすべて拭き取ってください。

ステップ 2. 逆の順序でヒートシンクを取り付けます。
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EDP およびカメラ・ケーブル・ブラケット・アセンブリー

交換手順は以下のとおりです。

• 交換前

– 前提条件
– 手順の概要
– 部品へのアクセス

• 交換手順

– 取り外し
– 取り付け

交換前

前提条件

開始する前に、必ず 5 ページの第 2 章「ハードウェア保守の安全要件」および 43 ページの「ハード
ウェア交換前」をお読みください。

手順の概要

• 必要なステップ数: 4
• 全体的な難易度: 低
• 必要なツール: プラス・ドライバー

部品へのアクセス

アクセスするには、次のようにします。
1. 高速スタートアップと内蔵バッテリーを無効にします。45 ページの「内蔵バッテリーの無効
化」を参照してください。

2. コンピューターの電源をオフにして、AC電源およびすべての接続ケーブルから切り離します。
3. 液晶ディスプレイを閉じて、コンピューターを裏返します。
4. ベース・カバー・アセンブリーを取り外します。46 ページの「ベース・カバー・アセンブリー」を
参照してください。
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交換手順
手順に従って、EDP およびカメラ・ケーブル・ブラケット・アセンブリーを交換します。

取り外し

ステップ 1. ヒートシンクの 2 本の拘束ねじを緩めます。
ステップ 2. EDP およびカメラ・ケーブル・ブラケット・アセンブリーの 2本のねじを取り外します。

ステッ
プ

ねじ (数量) 色 トルク

2 M2 × L3.2mm、平頭 (2) 黒色 1.85 ± 0.15 kgf-cm
(0.18 ± 0.015 Nm)

ステップ 3. 下図のように、EDP およびカメラ・ケーブル・ブラケット・アセンブリーを取り外します。

取り付け

ステップ 4. 逆の順序で EDP およびカメラ・ケーブル・ブラケット・アセンブリーを取り付けます。
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システム・ボードの左右のブラケット

交換手順は以下のとおりです。

• 交換前

– 前提条件
– 手順の概要
– 部品へのアクセス

• 交換手順

– 取り外し
– 取り付け

交換前

前提条件

開始する前に、必ず 5 ページの第 2 章「ハードウェア保守の安全要件」および 43 ページの「ハード
ウェア交換前」をお読みください。

手順の概要

• 必要なステップ数: 2
• 全体的な難易度: 低
• 必要なツール: プラス・ドライバー

部品へのアクセス

アクセスするには、次のようにします。
1. 高速スタートアップと内蔵バッテリーを無効にします。45 ページの「内蔵バッテリーの無効
化」を参照してください。

2. コンピューターの電源をオフにして、AC電源およびすべての接続ケーブルから切り離します。
3. 液晶ディスプレイを閉じて、コンピューターを裏返します。
4. ベース・カバー・アセンブリーを取り外します。46 ページの「ベース・カバー・アセンブリー」を
参照してください。
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交換手順
手順に従って、システム・ボードの左右のブラケットを交換します。

取り外し

ステップ 1. 下図のように、4 本のねじを取り外し、システム・ボードの左右のブラケットを取り外
します。

ステッ
プ

ねじ (数量) 色 トルク

1 M2 × L3.8 mm、平頭 (4) 銀色 1.85 ± 0.15 kgf-cm
(0.18 ± 0.015 Nm)

取り付け

ステップ 2. 逆の順序でブラケットを取り付けます。

注：右ブラケットを取り付けるときは、右ブラケットのゴムが I/O 面の右カバーに完全には
め込まれていることを確認してください。
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指紋センサー・ケーブル

交換手順は以下のとおりです。

• 交換前

– 前提条件
– 手順の概要
– 部品へのアクセス

• 交換手順

– 取り外し
– 取り付け

交換前

前提条件

開始する前に、必ず 5 ページの第 2 章「ハードウェア保守の安全要件」および 43 ページの「ハード
ウェア交換前」をお読みください。

手順の概要

• 必要なステップ数: 2
• 全体的な難易度: 低
• 必要なツール: なし

部品へのアクセス

アクセスするには、次のようにします。
1. 高速スタートアップと内蔵バッテリーを無効にします。45 ページの「内蔵バッテリーの無効
化」を参照してください。

2. コンピューターの電源をオフにして、AC電源およびすべての接続ケーブルから切り離します。
3. 液晶ディスプレイを閉じて、コンピューターを裏返します。
4. ベース・カバー・アセンブリーを取り外します。46 ページの「ベース・カバー・アセンブリー」を
参照してください。
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交換手順
手順に従って、指紋センサー・ケーブルを交換します。

取り外し

ステップ 1. 下図のように、指紋センサー・ケーブルを指紋センサーおよびシステム・ボードから取り外
し、ケーブルを取り外します。

取り付け

ステップ 2. 逆の順序で指紋センサー・ケーブルを取り付けます。

触覚タッチパッド・ケーブル

交換手順は以下のとおりです。

• 交換前

– 前提条件
– 手順の概要
– 部品へのアクセス
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• 交換手順

– 取り外し
– 取り付け

交換前

前提条件

開始する前に、必ず 5 ページの第 2 章「ハードウェア保守の安全要件」および 43 ページの「ハード
ウェア交換前」をお読みください。

手順の概要

• 必要なステップ数: 3
• 全体的な難易度: 低
• 必要なツール: なし

部品へのアクセス

アクセスするには、次のようにします。
1. 高速スタートアップと内蔵バッテリーを無効にします。45 ページの「内蔵バッテリーの無効
化」を参照してください。

2. コンピューターの電源をオフにして、AC電源およびすべての接続ケーブルから切り離します。
3. 液晶ディスプレイを閉じて、コンピューターを裏返します。
4. ベース・カバー・アセンブリーを取り外します。46 ページの「ベース・カバー・アセンブリー」を
参照してください。

交換手順
手順に従って、触覚タッチパッド・ケーブルを交換します。

取り外し

ステップ 1. マイラーを持ち上げ、システム・ボードから触覚タッチパッド・ケーブルを取り外します。
ステップ 2. 下図のように、触覚タッチパッド・ケーブルを触覚タッチパッドから取り外し、触覚タッチ

パッド・ケーブルを取り外します。
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取り付け

ステップ 3. 逆の順序で触覚タッチパッド・ケーブルを取り付けます。

触覚タッチパッド

交換手順は以下のとおりです。

• 交換前

– 前提条件
– 手順の概要
– 部品へのアクセス

• 交換手順

– 取り外し
– 取り付け
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交換前

前提条件

開始する前に、必ず 5 ページの第 2 章「ハードウェア保守の安全要件」および 43 ページの「ハード
ウェア交換前」をお読みください。

手順の概要

• 必要なステップ数: 10
• 全体的な難易度: 高
• 必要なツール: プラス・ドライバー

部品へのアクセス

アクセスするには、次のようにします。
1. 高速スタートアップと内蔵バッテリーを無効にします。45 ページの「内蔵バッテリーの無効
化」を参照してください。

2. コンピューターの電源をオフにして、AC電源およびすべての接続ケーブルから切り離します。
3. 液晶ディスプレイを閉じて、コンピューターを裏返します。
4. ベース・カバー・アセンブリーを取り外します。46 ページの「ベース・カバー・アセンブリー」を
参照してください。

5. 内蔵バッテリーを取り外します。49 ページの「交換前」を参照してください。

交換手順
手順に従って、触覚タッチパッドを交換します。

取り外し

ステップ 1. 下図のように、触覚タッチパッド・ケーブルを触覚タッチパッドから取り外します。

ステップ 2. 下図のように 10 本のねじを取り外します。
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ステッ
プ

ねじ (数量) 色 トルク

3 M2 × L2 mm、平頭 (10) 黒色 1.85 ± 0.15 kgf-cm
(0.18 ± 0.015 Nm)

ステップ 3. 下図のように触覚タッチパッドを取り外します。

取り付け

ステップ 4. 触覚タッチパッドのジグには、触覚タッチパッドの位置を固定するために使用される触覚
タッチパッドが付属している可能性があります。矢印 1 で示すように粘着テープをはがし、
触覚タッチパッドのジグを触覚タッチパッドの表面 2 に取り付けます。

注：触覚タッチパッドの端とジグの端の間の隙間が、およそ 2～3 ミリであることを確認し
てください。
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ステップ 5. 図のように触覚タッチパッドを取り付け、2つの尾部を後方に折り返します。

注：

• 尾部に折り返し記号があることを確認してください。
• 触覚タッチパッドに磁気で取り付けられているねじがないことを確認してください。

ステップ 6. 触覚タッチパッドの角度を調整し、キーボード・アセンブリーに触覚タッチパッドを取
り付けます。

注：取り付け後、尾部がキーボード・アセンブリーの中に入っていることを確認してく
ださい。

ステップ 7. 図のように、ねじ 6a を締めるときに側面のポイントを押し、ねじ 6b および 6c を締
めます。
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ステップ 8. ジグを取り外します。

ステップ 9. 残り 7 本のねじを下図のように取り付けます。

ステップ 10.触覚タッチパッド・ケーブルを触覚タッチパッドに接続します。

注：コネクターがしっかりと接続されていることを確認してください。
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WLAN アンテナ・アセンブリー

交換手順は以下のとおりです。

• 交換前

– 前提条件
– 手順の概要
– 部品へのアクセス

• 交換手順

– 取り外し
– 取り付け

交換前

前提条件

開始する前に、必ず 5 ページの第 2 章「ハードウェア保守の安全要件」および 43 ページの「ハード
ウェア交換前」をお読みください。

手順の概要

• 必要なステップ数: 5
• 全体的な難易度: 中
• 必要なツール: プラス・ドライバー

部品へのアクセス

アクセスするには、次のようにします。
1. 高速スタートアップと内蔵バッテリーを無効にします。45 ページの「内蔵バッテリーの無効
化」を参照してください。

2. コンピューターの電源をオフにして、AC電源およびすべての接続ケーブルから切り離します。
3. 液晶ディスプレイを閉じて、コンピューターを裏返します。
4. ベース・カバー・アセンブリーを取り外します。46 ページの「ベース・カバー・アセンブリー」を
参照してください。
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5. EDP およびカメラ・ケーブル・ブラケット・アセンブリーを取り外します。63 ページの「EDP およ
びカメラ・ケーブル・ブラケット・アセンブリー」を参照してください。

交換手順
手順に従って、WLAN アンテナ・アセンブリーを交換します。

取り外し

ステップ 1. カメラ・ケーブルとディスプレイ・アセンブリー・ケーブルをシステム・ボードから取
り外します。

ステップ 2. 下図のように 4 本のねじを取り外します。

ステッ
プ

ねじ (数量) 色 トルク

2 M1.6 × L3 mm、平頭 (4) 黒色 1.0 ± 0.1 kgf-cm
(0.1 ± 0.01 Nm)

ステップ 3. システム・ボードから 2本のWLAN アンテナ・ケーブルを取り外します。
ステップ 4. 下図のように、WLANアンテナとWLANアンテナ・ブラケットの 6本のねじを取り外し、

WLAN アンテナ・アセンブリーを取り外します。

76 ハードウェア保守マニュアル



ステッ
プ

ねじ (数量) 色 トルク

4 M1.6 × L3 mm、平頭 (6) 黒色 1.0 ± 0.1 kgf-cm
(0.1 ± 0.01 Nm)

取り付け

ステップ 5. 逆の順序でWLAN アンテナ・アセンブリーを取り付けます。

注：WLAN アンテナ・ケーブルは、次に示すように配線してください。

ディスプレイ・アセンブリー
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交換手順は以下のとおりです。

• 交換前

– 前提条件
– 手順の概要
– 部品へのアクセス

• 交換手順

– 取り外し
– 取り付け

• 交換後

交換前

前提条件

開始する前に、必ず 5 ページの第 2 章「ハードウェア保守の安全要件」および 43 ページの「ハード
ウェア交換前」をお読みください。

手順の概要

• 必要なステップ数: 3
• 全体的な難易度: 中
• 必要なツール: プラス・ドライバー

部品へのアクセス

アクセスするには、次のようにします。
1. 高速スタートアップと内蔵バッテリーを無効にします。45 ページの「内蔵バッテリーの無効
化」を参照してください。

2. コンピューターの電源をオフにして、AC電源およびすべての接続ケーブルから切り離します。
3. 液晶ディスプレイを閉じて、コンピューターを裏返します。
4. ベース・カバー・アセンブリーを取り外します。46 ページの「ベース・カバー・アセンブリー」を
参照してください。

5. WLANアンテナ・アセンブリーを取り外します。75 ページの「WLANアンテナ・アセンブリー」を
参照してください。

交換手順
手順に従って、ディスプレイ・アセンブリーを交換します。

取り外し

ステップ 1. 下図のように 6 本のねじを取り外します。
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ステッ
プ

ねじ (数量) 色 トルク

1 M2.5 × L4 mm、平頭 (6) 銀色 3.0 ± 0.3 kgf-cm
(0.29 ± 0.03 Nm)

ステップ 2. 下図のようにディスプレイ・アセンブリーを取り外します。

取り付け

ステップ 3. 逆の順序でディスプレイ・アセンブリーを取り付けます。
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I/O 面の左右のカバー

交換手順は以下のとおりです。

• 交換前

– 前提条件
– 手順の概要
– 部品へのアクセス

• 交換手順

– 取り外し
– 取り付け

交換前

前提条件

開始する前に、必ず 5 ページの第 2 章「ハードウェア保守の安全要件」および 43 ページの「ハード
ウェア交換前」をお読みください。

手順の概要

• 必要なステップ数: 4
• 全体的な難易度: 高
• 必要なツール: なし

部品へのアクセス

アクセスするには、次のようにします。
1. 高速スタートアップと内蔵バッテリーを無効にします。45 ページの「内蔵バッテリーの無効
化」を参照してください。

2. コンピューターの電源をオフにして、AC電源およびすべての接続ケーブルから切り離します。
3. 液晶ディスプレイを閉じて、コンピューターを裏返します。
4. ベース・カバー・アセンブリーを取り外します。46 ページの「ベース・カバー・アセンブリー」を
参照してください。

5. ファン・アセンブリーを取り外します。58ページの「ファン・アセンブリー」を参照してください。
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6. EDP およびカメラ・ケーブル・アセンブリーを取り外します。63 ページの「EDP およびカメラ・
ケーブル・ブラケット・アセンブリー」を参照してください。

7. システム・ボード・ブラケット・アセンブリーを取り外します。65 ページの「システム・ボード
の左右のブラケット」を参照してください。

交換手順
手順に従って、I/O 面の左右のカバーを交換します。

取り外し

ステップ 1. 下図のように、システム・ボードからケーブルを取り外します。

ステップ 2. 下図のように、6 本のねじを外しシステム・ボードを持ち上げます。
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ステッ
プ

ねじ (数量) 色 トルク

7 M2 × L3.2 mm、平頭 (2) 黒色 1.85 ± 0.15 kgf-cm
(0.18 ± 0.015 Nm)

8 M2 × L3.8 mm、平頭 (4) 銀色 1.85 ± 0.15 kgf-cm
(0.18 ± 0.015 Nm)

ステップ 3. 下図のように、I/O 面の左右のカバーをシステム・ボードから取り外します。

取り付け

ステップ 4. 逆の順序で I/O 面の左右のカバーを取り付けます。

システム・ボード

交換手順は以下のとおりです。

• 交換前

– 前提条件
– 手順の概要
– 部品へのアクセス

• 交換手順
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– 取り外し
– 取り付け

• 交換後

交換前

前提条件

開始する前に、必ず 5 ページの第 2 章「ハードウェア保守の安全要件」および 43 ページの「ハード
ウェア交換前」をお読みください。

システム・ボード取り扱い時の重要な注意事項:

システム・ボードの取り扱い時には、以下をお読みください。
• システム・ボード上に取り付けられているコンポーネントの中には、非常に敏感なものがあります。シ
ステム・ボードの取り扱いが不適切な場合、こうしたコンポーネントが損傷するおそれがあり、シ
ステムの誤動作にもつながります。

• システム・ボードには加速度計が付いていますが、これに数千の重力加速度が加わると壊れる可能
性があります。

注：システム・ボードを 6インチ (15 cm) 程度の高さからフラット状態で硬い場所に落下させると、こ
の加速度計には 6000 G と同程度の衝撃がかかる可能性があります。

• 硬い表面 (金属、木材、または複合材料など) を持つ作業台の上にシステム・ボードを落下させないよ
うに気を付けてください。

• いかなる場合にも乱暴な取り扱いはしないでください。
• プロセス中のいかなる時点でも、システム・ボードを落下させたり、積み重ねたりしないでください。
• システム・ボードを下に置く場合、必ず ESD マットなどの詰め物をした表面または導電性の波形
材の上に置いてください。

• 各 BGA (Ball Grid Array) チップ・セットに割れが生じないように、システム・ボードを曲げたり、強く
押すことは避けてください。

手順の概要

• 必要なステップ数: 4
• 全体的な難易度: 高
• 必要なツール: プラス・ドライバー

部品へのアクセス

アクセスするには、次のようにします。
1. 高速スタートアップと内蔵バッテリーを無効にします。45 ページの「内蔵バッテリーの無効
化」を参照してください。

2. コンピューターの電源をオフにして、AC電源およびすべての接続ケーブルから切り離します。
3. 液晶ディスプレイを閉じて、コンピューターを裏返します。
4. ベース・カバー・アセンブリーを取り外します。46 ページの「ベース・カバー・アセンブリー」を
参照してください。

5. M.2 ソリッド・ステート・ドライブとM.2 ソリッド・ステート・ドライブ・ブラケットを取り外
します。52 ページの「M.2 ソリッド・ステート・ドライブおよびM.2 ソリッド・ステート・ド
ライブ・ブラケット」を参照してください。

6. サーマル・パッド付きサーマル・プレートを取り外します。55 ページの「交換前」を参照して
ください。

7. ファン・アセンブリーを取り外します。58ページの「ファン・アセンブリー」を参照してください。
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8. ヒートシンクを取り外します。61 ページの「ヒートシンク」を参照してください。
9. EDP およびカメラ・ケーブル・ブラケットを取り外します。63 ページの「EDP およびカメラ・
ケーブル・ブラケット・アセンブリー」を参照してください。

10. システム・ボード・ブラケット・アセンブリーを取り外します。65 ページの「システム・ボード
の左右のブラケット」を参照してください。

11. WLANアンテナ・アセンブリーを取り外します。75 ページの「WLANアンテナ・アセンブリー」を
参照してください。

12. I/O 面の左右のカバーを取り外します。80 ページの「I/O 面の左右のカバー」を参照してください。

交換手順
手順に従って、システム・ボードを交換します。

取り外し

ステップ 1. 下図のように、システム・ボードからケーブルを取り外します。

ステップ 2. 下図のように、ねじを外しシステム・ボードを持ち上げます。
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ステッ
プ

ねじ (数量) 色 トルク

7 M2 × L3.2 mm、平頭 (2) 黒色 1.85 ± 0.15 kgf-cm
(0.18 ± 0.015 Nm)

8 M2 × L3.8 mm、平頭 (4) 銀色 1.85 ± 0.15 kgf-cm
(0.18 ± 0.015 Nm)

ステップ 3. 下図のようにシステム・ボードから I/O 面の左右のカバーを取り外すと、システム・ボード
が残ります。

取り付け

ステップ 4. 逆の順序でシステム・ボードを取り付けます。

注：

• ケーブルがしっかりと接続されていることを確認してください。
• 必要に応じて、サーマル・ファン・アセンブリーに熱伝導グリースと熱伝導ジェルを塗布
します。詳しくは、61 ページの「ヒートシンク」を参照してください。

交換後
システム・ボード交換後

• 保守技術担当者は、次の点に注意してください。

– 保守ユーティリティーを使用して、新しいシステム・ボードにコンピューターのモデ
ル・タイプ、シリアル番号、およびブランド ID をバインドします。その方法につい
ては、https://support.lenovo.com/us/en/solutions/HT506954 を参照してください。または、そ
の目的のために Golden Key U1 ツールを使用することもできます。手順については、
https://support.lenovo.com/us/en/solutions/ht102004を参照してください。

– UEFI BIOS でキーボードの言語を構成します。
1. UEFI BIOS メニューを開く。
2. 「Config」 ➙ 「Keyboard/Mouse」 ➙ 「Keyboard Layout」の順にクリックし、キーボー
ドの言語を選択します。

• お客様の場合は、次の手順を実行してBIOS 構成を復元します。システム・ボードを交換した後、マシ
ン・タイプ・モデル (MTM) とシリアル番号 (SN) を入力し、コンピューターの製品名とキーボードの言
語を選択する必要があります。このツールについて詳しくは、次のWeb サイトを参照してください。
https://support.lenovo.com/us/en/solutions/ht516543

注：ツールに正しい情報が入力されていることを確認してください。入力した情報がツールで確定され
ると、エンドユーザーは情報を編集することができなくなります。ユーザーが処理を途中で終了した場
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合、コンピューターはシャットダウンし、入力が確定されるまで、コンピューターの電源をオンにする
たびに自動的にこのツールが起動されます。製品情報を書き込む処理は一度しか実行できないため、よ
くわからない場合は、Lenovo 認定保守技術担当者のサポートを受けることを検討してください。
1. AC 電源アダプターを接続して、コンピューターの電源をオンにします。このツールは自動
的に起動されます。

2. 画面に表示される指示に従ってMTMと SN を入力し、コンピューターの製品名とキーボードの
言語を選択します。

3. 確認ウィンドウで「はい」をクリックすると、ツールが起動してBIOS の構成が復元されます。構
成プロセスが完了するまでに数分かかります。BIOS の構成が完了すると、コンピューターは
自動的に再起動します。プロセス全体を通じて、コンピューターの電源をオフにしたり、AC
電源からコンピューターを取り外したりしないでください。

シリアル番号の保存
このトピックでは、以下について説明します。
• 86 ページの「システム・ユニットのシリアル番号の復元」
• 87 ページの「UUID の保存」
• 87 ページの「ECA 情報の読み取りまたは書き込み」

システム・ユニットのシリアル番号の復元
コンピューターを製造するときには、システム・ボード上の EEPROM にシステムと主なすべてのコ
ンポーネントの各シリアル番号をロードします。シリアル番号は、コンピューターを廃棄するまで不
変にする必要があります。

システム・ボードを交換したときは、システム・ユニットのシリアル番号を元の値に復元する必要が
あります。

システム・ユニットのシリアル番号は、コンピューター底面のラベルにも記載されています。

シリアル番号が見つからない場合の対処方法
コンピューター底面にシステム・ユニットのシリアル番号が見つからない場合は、次の方法で番号
を取得してください。

注：Intel モデルでは、操作を実行する前に、ThinkPad Setup プログラムの「Startup」メニュー内の
「UEFI/Legacy」設定が「UEFI Only」に設定されていることを確認してください。

ステップ 1. コンピューターに USB メモリー・キーを接続します。
ステップ 2. https://www.lenovo.com/maintenanceutilitiesにアクセスし、画面に表示される指示に従って保

守用キーを作成します。

注：上記のWeb サイトにアクセスできるのは Lenovo 認定保守技術担当者だけです。
ステップ 3. コンピューターを再起動します。
ステップ 4. ロゴが表示されているときに、Esc キーを押します。ThinkPad Config Information Update

Utility インターフェースが表示されます。
ステップ 5. 「Enter the action desired」の下に「1」と入力し、Enter キーを押します。「ThinkPad Serial

Number Update Utility for Asset ID」画面が表示されます。
ステップ 6. 「Enter the action desired」の下に「2」と入力し、Enter キーを押します。

ご使用のコンピューターの各デバイスのシリアル番号が表示されます。システム・ユニット
のシリアル番号は次のようにリストされます。20– Serial number (シリアル番号)

ステップ 7. システム・ユニットのシリアル番号を書き留めてください。
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システム・ボード交換後の対処方法
指示に従ってシステム・ユニットのシリアル番号を復元します。

ステップ 1. コンピューターに保守用キーを接続します。
ステップ 2. ロゴが表示されているときに、Esc キーを押します。ThinkPad Config Information Update

Utility インターフェースが表示されます。
ステップ 3. 「Enter the action desired」の下に「1」と入力し、Enter キーを押します。「ThinkPad Serial

Number Update Utility for Asset ID」画面が表示されます。
ステップ 4. 「Enter the action desired」の下に「1」と入力し、Enter キーを押します。画面の指示に

従ってシステム・ユニットのシリアル番号を復元します。

UUID の保存
世界固有識別子 (UUID) は、製造時に各コンピューターに割り当てられた固有の 128 ビットの番号で、シ
ステム・ボードの EEPROM に保存されています。

番号を生成するアルゴリズムは、西暦 3400 年まで固有の IDを提供できるように設計されています。世界
中にあるコンピューターのうち、番号が同じものはありません。

システム・ボードを交換する場合、そのシステム・ボードにUUID がないときは、次の手順を実行して
新しい UUID を作成してください。

注：Intel モデルでは、操作を実行する前に、ThinkPad Setup プログラムの「Startup」メニュー内の
「UEFI/Legacy」設定が「UEFI Only」に設定されていることを確認してください。

ステップ 1. コンピューターに USB メモリー・キーを接続します。
ステップ 2. https://www.lenovo.com/maintenanceutilitiesにアクセスし、画面に表示される指示に従って保

守用キーを作成します。

注：上記のWeb サイトにアクセスできるのは Lenovo 認定保守技術担当者だけです。
ステップ 3. コンピューターを再起動します。
ステップ 4. ロゴ画面が表示されたら、Esc キーを押します。ThinkPad Config Information Update Utility イン

ターフェースが表示されます。
ステップ 5. 「Enter the action desired」の下に「2」と入力し、Enter キーを押します。Auto UUID

generation utility インターフェースが表示されます。
ステップ 6. 「Change UUID. OK?[Y/N]」の下に「y」と入力し、Enter キーを押します。新しいUUID が作

成され、書き込まれます。有効なUUIDがすでに存在する場合、UUIDは上書きされません。

ECA 情報の読み取りまたは書き込み
Engineering Change Announcements (技術/設計変更発表: ECA) 情報は、システム・ボードの EEPROMに保存
されています。これにより、ECA がこのマシンに以前適用されたかを簡単に確認できます。ECA の
適用をチェックするためにマシンを分解する必要はありません。

ECA 情報の読み取り
どの ECAがマシンに適用されているか確認するには、LENOVO ThinkPad 保守用ディスケットまたは保守
用キーにある ECA 情報の読み取り/書き込み機能を使用します。

ステップ 1. 最新の LENOVO ThinkPad 保守用ディスケットまたは保守用キーを挿入し、コンピュー
ターを再起動します。

ステップ 2. メインメニューで「6. ECA 情報の設定」を選択する。
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ステップ 3. ECA 情報を読み取るには、「2. ECA を読み取る/EEPROM から番号を書き直す」を選択し、
画面の指示に従う。ボックスのビルド日を読み取るには、「5. EEPROM からボックスのビル
ド日を読み取る」を選択し、画面の指示に従う。

ECAをマシンに適用した後、ECAの適用を反映するために EEPROMを更新する必要があります。最新の
LENOVO ThinkPad 保守用ディスケットまたは保守用キーを使用して EEPROMを更新します。

注：EEPROMには、ECA番号のみが保存されています。ECAのマシン・タイプは、ECAが適用されてい
るコンピューターのマシン・タイプと同じと仮定します。

ECA 情報の書き込み
ステップ 1. 最新の LENOVO ThinkPad 保守用ディスケットまたは保守用キーを挿入し、コンピュー

ターを再起動します。
ステップ 2. メインメニューで「6. ECA 情報の設定」を選択する。
ステップ 3. ECA 情報を書き込むには、「1. ECA を書き込む/EEPROM から番号を書き直す」を選択し、

画面の指示に従う。ボックスのビルド日を書き込むには、「4. EEPROM からボックスのビル
ド日を書き込む」を選択し、画面の指示に従う。

システム・ボードが交換されている場合は、古いシステム・ボードの ECA 情報を読み取ってから、
新しいシステム・ボードに情報を転送してください。システム・ボードが作動しない場合は、ECA
情報を読み取ることはできません。

キーボード・アセンブリー

交換手順は以下のとおりです。

• 交換前

– 前提条件
– 手順の概要
– 部品へのアクセス

• 交換手順

– 取り外し
– 取り付け
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交換前

前提条件

開始する前に、必ず 5 ページの第 2 章「ハードウェア保守の安全要件」および 43 ページの「ハード
ウェア交換前」をお読みください。

手順の概要

• 必要なステップ数: 2
• 全体的な難易度: 高
• 必要なツール: なし

部品へのアクセス

アクセスするには、次のようにします。
1. 高速スタートアップと内蔵バッテリーを無効にします。45 ページの「内蔵バッテリーの無効
化」を参照してください。

2. コンピューターの電源をオフにして、AC電源およびすべての接続ケーブルから切り離します。
3. 液晶ディスプレイを閉じて、コンピューターを裏返します。
4. ベース・カバー・アセンブリーを取り外します。46 ページの「ベース・カバー・アセンブリー」を
参照してください。

5. 内蔵バッテリーを取り外します。49 ページの「交換前」を参照してください。
6. スピーカー・アセンブリーを取り外します。56 ページの「スピーカー・アセンブリー」を参照
してください。

7. ファン・アセンブリーを取り外します。58ページの「ファン・アセンブリー」を参照してください。
8. EDP およびカメラ・ケーブル・ブラケットを取り外します。63 ページの「EDP およびカメラ・
ケーブル・ブラケット・アセンブリー」を参照してください。

9. システム・ボード・ブラケット・アセンブリーを取り外します。65 ページの「システム・ボード
の左右のブラケット」を参照してください。

10. 指紋センサー・ケーブルを取り外す67 ページの「指紋センサー・ケーブル」を参照してください。
11. 触覚タッチパッド・ケーブルを取り外します。68 ページの「触覚タッチパッド・ケーブル」を
参照してください。

12. 触覚タッチパッドを取り外します。70 ページの「触覚タッチパッド」を参照してください。
13. WLANアンテナ・アセンブリーを取り外します。75 ページの「WLANアンテナ・アセンブリー」を
参照してください。

14. ディスプレイ・アセンブリーを取り外します。77 ページの「ディスプレイ・アセンブリー」を
参照してください。

15. I/O 面の左右のカバーを取り外します。80 ページの「I/O 面の左右のカバー」を参照してください。
16. システム・ボードを取り外します。82 ページの「システム・ボード」を参照してください。

交換手順
手順に従って、キーボード・アセンブリーを交換します。

取り外し

ステップ 1. 前提条件の手順を実行すると、キーボード・アセンブリーが残ります。
取り付け

ステップ 2. 前提条件にリストされている部品を取り付けます。

第 5 章 . ハードウェアの交換 89



注：取り付ける前に、下図のように FPC を事前に折りたたんでください。そうしないと、電
源ボタンの感触の問題が起こる可能性があります。
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第 6 章 補足手順

キーボード・ショートカットの使用
キーボード・ショートカットは、特定の機能を迅速に実行するためのキーまたはキーの組み合わせで
す。これらは、作業効率の向上に役立ちます。

次の表で、キーボード・ショートカットの機能を説明します。

FnLock キーとファンクション・キー

キー/キーの組み合わせ 機能の説明

fn+fn ロック

ファンクション・キー (F1 ～ F12) の特殊機能と標準機能を切り替えます。

ファンクション・キーには、特殊機能と標準機能の 2 セットの機能がありま

す。キーのアイコンは、 や などの特殊機能を示します。キーの文字
は標準機能を示します (F1 や F2 など)。

Esc キーの LEDインジケーターは、ファンクション・キーのどの機能が有効に
なっているかを示します。

• インジケーターがオフの場合は、特殊機能が有効になっています。

• インジケーターがオンの場合は、標準機能が有効になっています。

(スピーカーの) 消音/消音解除を切り替えます。

音量を下げます。

音量を上げます。

マイクロホンを有効または無効にします。

画面の明るさを暗くします。

画面の明るさを明るくします。

ディスプレイ・デバイスを選択してセットアップします。

Smart Modes ウィジェットを起動して非表示にします。

カメラを有効または無効にします。

画面を印刷します。
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キー/キーの組み合わせ 機能の説明

Intel® Unison™アプリで、Smart Share 機能を起動します。

Vantage アプリのこのキーの機能をカスタマイズします。

その他の一般的なキーボード・ショートカット

キー /キーの組み合わせ 機能の説明

• Windows で Copilot を起動します。

• Windows Search を起動します。

注：機能は国や地域によって異なります。

fn+
現在アクティブなアプリのコンテキスト・メニューを開きます。

fn+
キーボードのバックライトを調整します。

fn+
最初に移動します。

fn+
最後に移動します。

fn+tab 拡大鏡を開きます。
注：Windows ロゴ・キー + Esc を押してオフにします。

fn+4 スリープ状態を開始します。

fn+B 操作を中断します。

fn+K スクロールロック。

fn+P 操作を一時停止します。

fn+S システム・リクエストを送信します。

fn+N システム情報ウィンドウを開きます。

キーボード設定は Vantage アプリでカスタマイズすることができます。詳細設定をカスタマイズするに
は、Vantage アプリを開き、デバイス ➙入力と付属品をクリックします。

キーボード・ショートカットについて詳しくは、https://support.lenovo.com/solutions/windows-supportを参照
してください。

オペレーティング・システムのインストール、アップグレード、リカバリー

Windows オペレーティング・システムをインストールする
問題: Windows オペレーティング・システムをインストールするにはどうすればよいですか?

解決策: Windows オペレーティング・システムをインストールするには、次の手順を実行します。

注意：
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• 公式チャネルを使用してオペレーティング・システムを更新することをお勧めします。非公式の更新に
は、セキュリティー上のリスクがある場合があります。

• 新しいオペレーティング・システムをインストールするプロセスによって、非表示のフォルダーに保存
されているデータを含む内蔵ストレージ・ドライブのデータはすべて削除されます。

• 特定のWindows バージョンをインストールまたはアップグレードする前に、保存しておきたいすべて
のデータのバックアップ・コピーを作成してください。

• プロセス全体を通じて、コンピューターがネットワークと AC 電源に接続されていることを確認
してください。

1. Windows オペレーティング・システムをインストールできるようにコンピューターを準備しま
す。次の手順を実行します。
a. Microsoft®はWindows オペレーティング・システムを定期的に更新しています。特定のWindows
バージョンをインストールする前に、Windows バージョンの互換性リストと最低システム要件を
確認してください。詳しくは、https://support.lenovo.com/solutions/ht512575を参照してください。

b. Trusted Platform Module を搭載しているモデルでは、Windows BitLocker® Drive Encryption 機能を使
用しており、機能が無効になっていることを確認してください。オペレーティング・システムの
インストールの完了後、この機能を再度有効にすることができます。

c. セキュリティー関連の機能 (セキュリティー・チップ、仮想化、およびセキュア・ブート) を有効
にします。次の手順を実行します。
1) コンピューターを再起動します。ロゴ画面が表示されているときに、コンピューター・モデ
ルに応じて、以下のいずれかの解決策を選択して、UEFI BIOS メニューに入ります。

• ThinkPad および ThinkBook コンピューターの場合: F1 キーを押します。
• Yoga および IdeaPad コンピューターの場合: F2 キーを押します。

2) 「Security」を選択し、セキュリティー関連の機能を選択します。次に、Enter キーを押しま
す。セキュリティー関連の機能が有効になっていることを確認してください。

3) F10 キーを押し、設定を保存して終了します。
2. オペレーティング・システムのインストール・プログラムが入っているドライブをコンピュー
ターに接続してください。
インストール・メディアを作成するには、https://support.microsoft.com/windowsを参照してください。

3. コンピューターを再起動します。ロゴ画面が表示されているときに、コンピューター・モデルに応じ
て、以下のいずれかの解決策を選択して、UEFI BIOS メニューに入ります。

• ThinkPad および ThinkBook コンピューターの場合: F1 キーを押します。
• Yoga および IdeaPad コンピューターの場合: F2 キーを押します。

4. コンピューター・モデルに応じて、以下のいずれかの解決策を選択します。

• ThinkPad コンピューターの場合: 「Startup」 ➙「Boot」を選択して、「Boot Priority Order」
サブメニューを開きます。

• ThinkBook、Yoga、および IdeaPad コンピューターの場合: 「Boot」を選択します。
5. 起動デバイスを変更します。次の手順を実行します。
a. オペレーティング・システムのインストール・プログラムが格納されるドライブを選択します。
コンピューター・モデルに応じて、以下のいずれかの解決策を選択します。

• ThinkPad コンピューターの場合: 「USB HDD」などを選択します。次に、Esc キーを押します。
• ThinkBook、Yoga、および IdeaPad コンピューターの場合: 「USB Boot」などを選択します。次
に、Esc キーを押します。

b. F10 キーを押し、設定を保存して終了します。
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注意：起動順序を変更した後は、コピー、保存、フォーマット操作などで正しいデバイスを選択
していることを確認してください。誤ったデバイスを選択すると、そのデバイスのデータが消去
されたり、上書きされたりする場合があります。

注：選択したドライブからシステムを起動できない場合は、「Secure Boot」を無効にして、
もう一度試してください。オペレーティング・システムのインストールの完了後、この機能
を再度有効にするよう確認してください。

6. 画面の指示に従ってデバイス・ドライバーと必要なプログラムをインストールします。

問題が解決しない場合は、遠慮なく Lenovo スマートセンターにご連絡ください。お住まいの国また
は地域の最新の Lenovo サポートの電話番号については、https://pcsupport.lenovo.com/supportphonelistを
ご覧ください。

Windows オペレーティング・システムのインストール・エラー
問題: Windows オペレーティング・システムのインストールに失敗した場合はどうすればよいですか?

解決策: Windows オペレーティング・システムのインストールに失敗した場合は、次の手順を実行します。
1. エラー・メッセージを読んで、特定の原因について理解してください。
2. デバイスの UEFI BIOS バージョンが最新であることを確認します。
3. お使いのコンピューターの使用可能なディスク容量が、新しいWindows オペレーティング・システ
ムの要件を満たしていることを確認します。

4. 以前のシステムにアンチウィルス・ソフトウェアまたはファイアウォールがインストールされ
ていた場合は、システムのインストールを試みる前に、BIOS 内でアンチウィルス機能を一時
的に無効にします。

5. Windows システムを再インストールします。

問題が解決しない場合は、遠慮なく Lenovo スマートセンターにご連絡ください。お住まいの国また
は地域の最新の Lenovo サポートの電話番号については、https://pcsupport.lenovo.com/supportphonelistを
ご覧ください。

Windows オペレーティング・システムのアップグレード
問題: Windows オペレーティング・システムをアップグレードするにはどうすればよいですか?

解決策: Windows オペレーティング・システムをアップグレードするには、次の手順を実行します。

注意：

• 公式チャネルを使用してオペレーティング・システムをアップグレードすることをお勧めします。非公
式の更新には、セキュリティー上のリスクがある場合があります。

• 特定のWindows バージョンをアップグレードする前に、保存しておきたいすべてのデータのバック
アップ・コピーを作成してください。

• プロセス全体を通じて、コンピューターがネットワークと AC 電源に接続されていることを確認
してください。

1. Windows オペレーティング・システムを更新できるようにコンピューターを準備します。次の
手順を実行します。
a. Microsoft は Windows オペレーティング・システムを定期的に更新しています。特定のWindows
バージョンをアップグレードする前に、Windows バージョンの互換性リストと最低システム要件
を確認してください。詳しくは、https://support.lenovo.com/solutions/ht512575を参照してください。
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b. Trusted Platform Module を搭載しているモデルでは、Windows BitLocker® Drive Encryption 機能を使
用しており、機能が無効になっていることを確認してください。オペレーティング・システムの
インストールの完了後、この機能を再度有効にすることができます。

c. セキュリティー関連の機能 (セキュリティー・チップ、仮想化、およびセキュア・ブート) を有効
にします。次の手順を実行します。
1) コンピューターを再起動します。ロゴ画面が表示されているときに、コンピューター・モデ
ルに応じて、以下のいずれかの方法を選択して、UEFI BIOS メニューに入ります。

• ThinkPad および ThinkBook コンピューターの場合: F1 キーを押します。
• Yoga および IdeaPad コンピューターの場合: F2 キーを押します。

2) 「Security」を選択し、セキュリティー関連の機能を選択します。次に、Enter キーを押しま
す。セキュリティー関連の機能が有効になっていることを確認してください。

3) F10 キーを押し、設定を保存して終了します。
2. Windows Search ボックスに「Windows Update」と入力し、Enter キーを押します。
3. 「更新プログラムの確認」を選択します。オペレーティング・システムの更新パッケージが利用でき
る場合は、自動的にダウンロードされ、インストールされます。

4. 画面の指示に従ってデバイス・ドライバーと必要なプログラムをインストールします。

問題が解決しない場合は、遠慮なく Lenovo スマートセンターにご連絡ください。お住まいの国また
は地域の最新の Lenovo サポートの電話番号については、https://pcsupport.lenovo.com/supportphonelistを
ご覧ください。

Windows オペレーティング・システムのアップグレード・エラー
問題: Windows オペレーティング・システムのアップグレードに失敗した場合はどうすればよいですか?

解決策: Windows オペレーティング・システムのアップグレードに失敗した場合は、次の手順を実
行します。
1. エラー・メッセージを読んで、特定の原因について理解してください。
2. デバイスの UEFI BIOS バージョンが最新であることを確認します。
3. お使いのコンピューターの使用可能なディスク容量が、新しいWindows オペレーティング・システ
ムの要件を満たしていることを確認します。

4. システムを再度アップグレードします。

問題が解決しない場合は、遠慮なく Lenovo スマートセンターにご連絡ください。お住まいの国また
は地域の最新の Lenovo サポートの電話番号については、https://pcsupport.lenovo.com/supportphonelistを
ご覧ください。

Windows オペレーティング・システムをリカバリーする
問題: Windows オペレーティング・システムをリカバリーするにはどうすればよいですか?

解決策: Windows オペレーティング・システムをリカバリーするには、次のいずれかのリカバリー・
オプションを選択します。

• 工場出荷時の状態へのシステムのリセット:

https://support.lenovo.com/HowToCreateLenovoRecoveryの手順を参照してください。
• システムを以前のシステム・ポイントに復元するなどの、その他のリカバリー・オプション:

人気のトピックの手順を参照してください: https://support.lenovo.com/solutions/ht118590。

ご参考までに、よくある状況と解決策を以下にいくつか紹介します。
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状況 解決法

コンピューターが正常に機能しておらず、最近Windows
Update からデバイスをインストールした。

インストールした更新デバイスを削除します。

コンピューターが正常に機能しておらず、アプリの
インストールやシステム設定の変更からしばらく時間
が経っている。

システムをリセットします。

コンピューターが起動できないか、またはロード中
である。

スタートアップ修復機能を使用します。

コンピューターが起動できず、回復ドライブを作成して
おらず、コンピューターのリセットが機能しない。

インストール・メディアを使用してWindows オペレー
ティング・システムを再インストールします。

コンピューターを起動できず、回復ドライブを作成し
ていない。

インストール・メディアを使用してコンピューター
を復元します。

コンピューターを起動できず、回復ドライブを作成
している。

回復ドライブを使用して、コンピューターを復元ま
たはリカバリーします。

以前のオペレーティング・システムを再インストー
ルしたいと考えている。

Windows オペレーティング・システムの以前のバー
ジョンに戻します。

コンピューターが正常に動作せず、最近アプリをイン
ストールした。

システムの復元ポイントから復元します。

デバイスが感染したと思われる。 インストール・メディアを使用してWindows オペレー
ティング・システムを再インストールします。

問題が解決しない場合は、遠慮なく Lenovo スマートセンターにご連絡ください。お住まいの国また
は地域の最新の Lenovo サポートの電話番号については、https://pcsupport.lenovo.com/supportphonelistを
ご覧ください。

Windows オペレーティング・システムのリカバリー・エラー
問題: Windows オペレーティング・システムのリカバリーに失敗した場合はどうすればよいですか?

解決策: Windows オペレーティング・システムのリカバリーに失敗した場合は、次の手順を実行します。
1. エラー・メッセージを読んで、特定の原因について理解してください。
2. コンピューターがネットワークと AC電源に接続されていることを確認します。
3. デバイスの UEFI BIOS バージョンが最新であることを確認します。
4. お使いのコンピューターの使用可能なディスク容量が、新しいWindows オペレーティング・システ
ムの要件を満たしていることを確認します。

5. Windows オペレーティング・システムを再インストールします。

問題が解決しない場合は、遠慮なく Lenovo スマートセンターにご連絡ください。お住まいの国また
は地域の最新の Lenovo サポートの電話番号については、https://pcsupport.lenovo.com/supportphonelistを
ご覧ください。

パスワード

UEFI BIOS パスワード
UEFI (Unified Extensible Firmware Interface) BIOS (Basic Input/Output System) でパスワードを設定して、コン
ピューターのセキュリティーを強化できます。
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パスワードの種類
UEFI BIOS でパワーオン・パスワード、スーパーバイザー・パスワード、システム管理パスワード、また
はNVMe パスワードを設定して、コンピューターへの不正なアクセスを防ぐことができます。

ただし、コンピューターがスリープ状態から復帰したときにUEFI BIOS パスワードを入力するよう求め
られることはありません。

パワーオン・パスワード
パワーオン・パスワードを設定した場合、コンピューターの電源をオンにすると画面にウィンドウが表示
されます。コンピューターを使用するための正しいパスワードを入力します。

スーパーバイザー・パスワード
スーパーバイザー・パスワードは、UEFI BIOS に保存されているシステム情報を保護します。UEFI BIOS
メニューに入る場合は、表示されたウィンドウに正しいスーパーバイザー・パスワードを入力します。
Enter キーを押してパスワード・プロンプトをスキップすることもできます。ただし、ほとんどの UEFI
BIOS のシステム構成オプションは変更することはできません。

スーパーバイザー・パスワードとパワーオン・パスワードの両方を設定している場合、電源をオンにする
とスーパーバイザー・パスワードを使用してコンピューターにアクセスできます。スーパーバイザー・
パスワードがパワーオン・パスワードを一時的に無効にします。

NVMe パスワード
NVMe パスワードにより、許可されていないユーザーによるストレージ・ドライブ上のデータへのアクセ
スを防ぎます。NVMe パスワードを設定すると、ストレージ・ドライブにアクセスしようとするたび
に、有効なパスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。

• シングル・パスワード

シングルNVMe パスワードが設定されている場合、ユーザーはストレージ・ドライブのファイルおよ
びアプリケーションにアクセスするために、ユーザーNVMe パスワードを入力する必要があります。

• デュアル・パスワード (ユーザー ＋ 管理者)

管理者NVMe パスワードは、システム管理者が設定および使用します。管理者は、システム内のスト
レージ・ドライブまたは同じネットワークに接続された任意のコンピューターにアクセスできます。管
理者は、ネットワーク上の各コンピューターにユーザー NVMe パスワードを割り当てることもでき
ます。コンピューターのユーザーは、必要に応じてユーザー NVMe パスワードを変更できますが、
ユーザー NVMe パスワードを削除できるのは管理者のみです。

NVMe パスワードの入力を求めるプロンプトが表示されたら、F1 キーを押して、管理者NVMe パスワー
ドとユーザー NVMe パスワードを切り替えます。

注：NVMe パスワードは、次の場合には使用できません。

• Trusted Computing Group (TCG) Opal 対応ストレージ・ドライブが取り付けられ、TCG Opal 管理ソフ
トウェア・プログラムがコンピューターにインストールされていて、TCG Opal 管理ソフトウェ
ア・プログラムが起動している場合。

• eDrive ストレージ・ドライブが、Windows オペレーティング・システムが初期インストールされたコン
ピューターにインストールされている場合。

システム管理パスワード
システム管理パスワードでも、スーパーバイザー・パスワードのようにUEFI BIOS に保存されているシス
テム情報を保護できますが、デフォルトでの権限はより低いものです。システム管理パスワードは、
UEFI BIOS メニューを通して、または Lenovo クライアント管理インターフェースを使用して、Windows
Management Instrumentation (WMI) を通して設定できます。
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スーパーバイザー・パスワードと同じ権限を持つシステム管理パスワードを有効にして、セキュリティー
関連の機能を制御できます。UEFI BIOS メニューを通して、システム管理パスワードの権限をカスタ
マイズするには、以下を行います。

ステップ 1. コンピューターを再起動します。ロゴ画面が表示されているときに、F1 キーを押して、
UEFI BIOS メニューに入ります。

ステップ 2. 「Security」 ➙「Password」 ➙「System Management Password Access Control」を選択
します。

ステップ 3. 画面に表示される指示に従ってください。

スーパーバイザー・パスワードとシステム管理パスワードの両方を設定している場合、スーパーバイ
ザー・パスワードによりシステム管理パスワードが上書きされます。システム管理パスワードとパ
ワーオン・パスワードの両方を設定している場合、システム管理パスワードによりパワーオン・パス
ワードが上書きされます。

パスワードを設定、変更、または削除する
指示に従って、パスワードの設定、変更、または削除を行います。

作業を始める前に、以下の手順を印刷してください。

ステップ 1. コンピューターを再起動します。ロゴ画面が表示されているときに、F1 キーを押して、
UEFI BIOS メニューに入ります。

ステップ 2. 矢印キーを使用して、「Security」 ➙「Password」を選択します。
ステップ 3. パスワードのタイプを選択します。次に、画面に表示される指示に従い、パスワードの設

定、変更、または削除を行います。

すべてのパスワードを記録し、大切に保管しておいてください。パスワードを忘れると、修復操作が
必要になった場合に保証の対象になりません。

パワーオン・パスワードを忘れた場合の対処方法
手順に従って、パワーオン・パスワードを忘れた場合、管理パスワードを解除します。

スーパーバイザー・パスワードまたはシステム管理パスワードを設定している場合、必ず次のことを
行ってください。

ステップ 1. コンピューターを再起動します。ロゴ画面が表示されたら、すぐに F1 キーを押します。
ステップ 2. スーパーバイザー・パスワードまたはシステム管理パスワードを入力して、UEFI BIOS メ

ニューを開きます。
ステップ 3. 矢印キーを使用して、「Security」 ➙ 「Password」 ➙ 「Power-On Password」を選択

します。
ステップ 4. 「Enter Current Password」フィールドに現在のスーパーバイザー・パスワードまたはシ

ステム管理パスワードを入力します。次に、「Enter New Password」フィールドは空白
のままにして Enter キーを 2 回押します。

ステップ 5. 「Changes have been saved (変更が保存されました)」ウィンドウで Enter キーを押します。
ステップ 6. F10 キーを押し、変更を保存して UEFI BIOS メニューを閉じます。

スーパーバイザー・パスワードまたはシステム管理パスワードを設定していない場合は、Lenovo 認定の
サービス提供者に連絡してパワーオン・パスワードの削除を依頼してください。

システム管理パスワードを忘れた場合の対処方法
システム管理パスワードを忘れた場合、システム管理パスワードを解除するには、この手順に従います。
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スーパーバイザー・パスワードを設定していて、覚えている場合:

ステップ 1. コンピューターを再起動します。ロゴ画面が表示されたら、すぐに F1 キーを押します。
ステップ 2. スーパーバイザー・パスワードを入力し、UEFI BIOS メニューに入ります。
ステップ 3. 矢印キーを使用して、「Security」 ➙「Password」 ➙「System Management Password」を

選択します。
ステップ 4. 「Enter Current Password」フィールドに、現行スーパーバイザー・パスワードを入力する。

次に、「Enter New Password」フィールドは空白のままにして Enter キーを 2回押します。
ステップ 5. 「Changes have been saved (変更が保存されました)」ウィンドウで Enter キーを押します。
ステップ 6. F10 キーを押し、変更を保存して UEFI BIOS メニューを閉じます。

スーパーバイザー・パスワードを設定していない場合は、Lenovo 認定のサービス提供者に連絡してシステ
ム管理パスワードの削除を依頼してください。

NVMe パスワードを忘れた場合の対処方法
NVMe パスワードを忘れた場合、手順に従って NVMe パスワードを削除します。

NVMeパスワード (シングル・パスワード)、またはユーザーNVMeパスワードと管理者NVMeパスワード
の両方 (デュアル・パスワード) を忘れた場合は、Lenovo ではパスワードを再設定することも、ストレー
ジ・ドライブからデータを回復することもできません。Lenovo 認定サービス提供者に連絡してストレー
ジ・ドライブの交換を依頼することはできます。部品およびサービスに対する料金がかかります。スト
レージ・ドライブが CRU/FRU の場合、Lenovo に連絡して新しいストレージ・ドライブを購入し、お客様
ご自身で古いものと交換できます。ストレージ・ドライブが CRU/FRU かどうか、および関連する交換手
順の確認については、39 ページの「分解図と部品リスト」を参照してください。

スーパーバイザー・パスワードを忘れた場合の対処方法
スーパーバイザー・パスワードを忘れた場合は、手順に従って、スーパーバイザー・パスワードを解
除します。

パスワードを削除するためのサービス手順はありません。Lenovo 認定サービス提供者に連絡してシステ
ム・ボード・ドライブの交換を依頼することができます。部品およびサービスに対する料金がかかります。

指紋をパスワードに関連付ける (一部のモデル)
指紋をパスワードに関連付けると、パワーオン・パスワードやNVMeパスワードを入力しなくても、コン
ピューターやストレージ・ドライブ上のデータにすばやくアクセスできます。

指紋をパワーオン・パスワードおよびNVMe パスワードに関連付けるには、次のようにします。

ステップ 1. コンピューターの電源をオフにして、再びオンにします。
ステップ 2. プロンプトが出されたら、指紋センサーで指をスキャンします。
ステップ 3. 要求されたら、パワーオン・パスワード、NVMe パスワード、または両方を入力します。関

連付けが確立されます。

コンピューターを再度起動すると、Windows パスワード、パワーオン・パスワード、またはNVMe パス
ワードを入力することなく、指紋を使用してコンピューターにログインできるようになります。設定を変更
するには、F1キーを押してUEFI BIOSメニューを表示し、「Security」➙「Fingerprint」を選択します。

注意：コンピューターにログインする際に毎回指紋認証を使用していると、パスワードを忘れる可能性が
あります。パスワードを書き留めて、安全な場所に保管しておいてください。
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Windows パスワード

Windows パスワードを変更する
問題: Windows パスワードを変更するにはどうすればよいですか?

解決策: Windows パスワードを変更するには、次の手順を実行します。

1. Windows Search ボックスに「サインイン オプション」と入力し、Enter キーを押します。
2. 「パスワード」 ➙「変更」を選択し、画面に表示される指示に従ってパスワードを変更します。

問題が解決しない場合は、遠慮なく Lenovo スマートセンターにご連絡ください。お住まいの国また
は地域の最新の Lenovo サポートの電話番号については、https://pcsupport.lenovo.com/supportphonelistを
ご覧ください。

Windows パスワードをリセットする
問題: Windows パスワードをリセットするにはどうすればよいですか?

解決策: Windows パスワードをリセットするには、次のいずれかの解決策を選択します。

• セキュリティーに関する質問を設定している場合は、次の手順を実行します。
1. 間違ったパスワードを入力した後、サインイン画面で「パスワードのリセット」をクリック
します。

注：パスワードをリセットするオプションが表示されない場合は、管理者にお問い合わせく
ださい。

2. 画面に表示される指示に従って、新しいパスワードをリセットします。
• パスワード・リセット・ディスクを作成した場合は、次の手順を実行します。
1. パスワード・リセット・ディスクをコンピューターのUSB 対応コネクターに接続します。
2. 画面に表示される指示に従って、パスワードをリセットします。

• 管理者アカウントがある場合は、次の手順を実行します。
1. ローカル管理者アカウントでコンピューターにサインインします。
2. 画面に表示される指示に従って、パスワードをリセットします。

問題が解決しない場合は、遠慮なく Lenovo スマートセンターにご連絡ください。お住まいの国また
は地域の最新の Lenovo サポートの電話番号については、https://pcsupport.lenovo.com/supportphonelistを
ご覧ください。

Windows で BitLocker リカバリー・キーを取得する
問題: Windows で BitLocker リカバリー・キーを取得するにはどうすればよいですか?

解決策: Windows で BitLocker リカバリー・キーを取得するには、次のいずれかの解決策を選択します。

• Microsoft アカウントで:
1. インターネットにアクセスできる携帯電話などの任意のデバイスでWeb ブラウザーを開きます。
2. https://account.microsoft.com/devices/recoverykeyでMicrosoft アカウントにサインインします。
3. 画面に表示される指示に従って、リカバリー・キーを見つけます。

• 印刷された用紙上で:
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リカバリー・キーを用紙に印刷または記録している場合は、Bitlocker リカバリー情報の記録のある
用紙を見つけてください。

• USB フラッシュ・ドライブ上で:
1. USB フラッシュ・ドライブをコンピューターのUSB 対応コネクターに接続します。
2. 画面に表示される指示に従って、リカバリー・キーを見つけます。

• 管理者によって:
コンピューターがドメインに接続しているか、あるいは職場または学校のメール・アカウントを使用し
て組織にサインインした場合は、リカバリー・キーについて管理者にお問い合わせください。

詳しくは、https://support.microsoft.com/windows/finding-your-bitlocker-recovery-key-in-windowsを参照してくだ
さい。

問題が解決しない場合は、遠慮なく Lenovo スマートセンターにご連絡ください。お住まいの国また
は地域の最新の Lenovo サポートの電話番号については、https://pcsupport.lenovo.com/supportphonelistを
ご覧ください。

省電力
電力消費量を減らすために、コンピューターにはスリープおよび休止状態の 2 つの省電力モードが備
わっています。

スリープ状態
コンピューターがスリープ状態の場合、画面がブランクになり、すべての内蔵デバイスは低電力消費で依
然として電源がオンになっています。

スリープ状態にするには、Fn+4 キーを押すか、「スタート」メニューを開きます。

次の状況では、コンピューターは自動的にスリープ状態になります。

• 電源プランの設定に指定された時間にわたって非アクティブ状況が続いた場合
• バッテリー電源の残量が少なくなっている場合

コンピューターをスリープ状態から通常の動作状態に戻すには、電源ボタンを押します。

また、次のいずれかのイベントでも、コンピューターはスリープ状態から自動的に戻って操作を再
開します。

• シリアル・デバイスまたは PCカード・デバイスから呼び出し通知 (RI) 信号が出された。
• レジューム・タイマーで設定された時間が経過する。

注：スリープ状態に入った直後は、コンピューターはすべての入力を受け付けなくなります。通常の操
作状態に再び入ってアクションをとる前に、数秒間待機してください。

休止状態
休止状態では、コンピューターは次のような状態になります。

• システムの状態、RAM、VRAM、およびセットアップ・データがソリッド・ステート・ドライブ
に保存される。

• システムの電源がオフになる。
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注：コンピューターがドックに接続されている間に休止状態に入った場合は、通常の操作を再開する前に
接続を解除しないでください。接続を解除してから通常の操作を再開しようとすると、エラー・メッセー
ジが表示され、システムを再起動しなければならなくなります。

システムを休止状態にするイベントとして次のいずれかのアクションを定義している場合は、その
アクションを実行します。
• ふたを閉じる。
• 電源ボタンを押す。

また、電源プランの設定に指定された時間にわたって非アクティブ状況が続くと、コンピューターは自動
的に休止状態になります。

電源がオンになると、コンピューターは休止状態から戻り、操作を再開します。ソリッド・ステート・ド
ライブ上の起動レコードの中にある休止状態の活動記録が読み込まれ、ソリッド・ステート・ドライブ
からシステム状況が復元されます。
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付録 A USB コネクター名の更新に関する注意事項

USB Implementers Forum は、2022 年 9 月に USB コネクター名のガイドラインの改訂版を発行しました。
Lenovo は改訂されたガイドラインに従い、それに応じてUSBコネクター名を更新します。命名更新の詳
細については、以下の表を参照してください。

現在の名前 以前の名前

USB-A コネクター (Hi-Speed USB) USB-A 2.0 コネクター

USB-A コネクター (USB 5Gbps) USB-A 3.2 Gen 1 コネクター

USB-A コネクター (USB 10Gbps) USB-A 3.2 Gen 2 コネクター

USB-A コネクター (USB 5Gbps、Always On USB) Always on USB-A 3.2 Gen 1 コネクター

USB-A コネクター (USB 10Gbps、Always On USB) Always on USB-A 3.2 Gen 2 コネクター

USB-C コネクター (USB 5Gbps) USB-C (3.2 Gen 1) コネクター

USB-C コネクター (USB 10Gbps) USB-C (3.2 Gen 2) コネクター

USB-C コネクター (USB 20Gbps) USB 3.2 Gen 2x2

USB-C コネクター (USB4 20Gbps) USB 4 Gen 2x2

USB-C コネクター (USB4 40Gbps) USB-C (USB 4) コネクター

USB-C コネクター (Thunderbolt 3) USB-C (Thunderbolt 3) コネクター

USB-C コネクター (Thunderbolt 4) USB-C (Thunderbolt 4) コネクター
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付録 B 自己ヘルプ・リソース

お使いのデバイスについて詳しくは、以下の自己ヘルプ・リソースを参照してください。

製品情報

• 製品仕様: https://psref.lenovo.com
• Lenovo ワークステーションの技術仕様: https://thinkstation-specs.com

Lenovo サポートのリソース

• Lenovo PC Technical Support (テクニカル・サポート) Web サイト: https://pcsupport.lenovo.com。以下の情
報およびリソースを入手できます。

– ドライバーとソフトウェア
– トラブルシューティングおよび診断
– 操作手順
– Guides & Manuals (マニュアル)
– 保証の検索
– 部品の検索
– 付属品
– お 問い合わせ
– 修理状況の確認
– イメージおよびセキュリティー・リソース
– 用語集

• Lenovo サポート電話番号: https://pcsupport.lenovo.com/supportphonelist。ソフトウェア、ドライバー、UEFI
BIOS ダウンロードの入手またはインストールについて、サポートを求めることができます。

• Vantage アプリ: Windows Search ボックスに「vantage」と入力します。このアプリを使用して以
下を行うことができます。

– デバイス設定の構成
– UEFI BIOS、ドライバーとファームウェアの更新のダウンロードおよびインストール
– 外部の脅威からのデバイスの保護
– ハードウェアの問題の診断
– デバイスの保証状況の確認
– 「ユーザー・ガイド」および役に立つ資料へのアクセス

• Lenovo コミュニティー:

– フォーラム: https://forums.lenovo.com
– Legion ゲーム・コミュニティー: https://gaming.lenovo.com
– Lenovo EDU コミュニティー: https://education.lenovo.com
– Lenovo Pro コミュニティー: https://smbcommunity.lenovo.com

• トラブルシューティングのヒント: https://www.lenovo.com/tips

サービス情報

• 保証の検索: https://support.lenovo.com/warranty-lookup。デバイスの保証状況を確認できます。
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• 修理状況の確認: https://support.lenovo.com/track-repair-status。デバイスの修理状況は、修理チケット、シリ
アル番号、または IMEI 番号で確認できます。

• 部品の検索と購入: https://support.lenovo.com/parts-lookup。サービス部品は、シリアル番号またはマシ
ン・タイプで検索できます。

• Lenovo BIOS シミュレーション・センター: https://download.lenovo.com/bsco/index.html。デバイスのBIOS設
定を探索できます。

• 有償サービスの購入: https://pcsupport.lenovo.com/warrantyupgrade。延長保証、偶発損害保護、プレミアム・
ケアおよびサポート、Vantage Smart Performance により、デバイスを保護できます。

• システムの分解/再組み立てビデオ: https://support.lenovo.com/us/en/solutions/ht505031。 Lenovo 認定保守
技術担当者向けのシステムの分解または再組み立てのビデオでは、CRU/FRU の取り外しまたは
交換について説明します。

製品資料

資料のタイトル 含まれる情報 アクセスする方法

セットアップ・ガイド 初期セットアップおよび概
要情報

• 製品パッケージから印刷バージョンにアクセスします。

• https://pcsupport.lenovo.comに移動し、製品名またはシリ
アル番号で検索します。次に、「Guides & Manuals (マ
ニュアル)」をクリックします。

ユーザー・ガイド 手順、ガイダンス、リソー
ス、連絡先情報

• セットアップ・ガイドでQRコードをスキャンします。
• Windows の「スタート」メニューで、「ユーザー・ガ

イド」 をクリックします。

• Windows Search ボックスに「vantage」と入力し、Enter
キーを押します。次に、アプリでユーザー・ガイド
を見つけます。

• https://pcsupport.lenovo.comに移動し、製品名またはシリ
アル番号で検索します。次に、「Guides & Manuals (マ
ニュアル)」をクリックします。

ハードウェア保守マニュ
アル

技術担当者向けハードウェ
ア診断および交換に関する
情報

https://pcsupport.lenovo.comに移動し、製品名またはシリア
ル番号で検索します。次に、「Guides & Manuals (マニュ
アル)」をクリックします。

オペレーティング・システム・サポートのリソース

• Windows ヘルプ情報

– Windows Search ボックスに、「ヘルプの入手」と入力します
– Windows Search または Cortana®パーソナル・アシスタントを使用します
– Microsoft サポートWeb サイト: https://support.microsoft.com

• Windows を初期状態に戻すか、復元する

– Lenovo リカバリー・オプションの使用: https://support.lenovo.com/HowToCreateLenovoRecovery
– Windows リカバリー・オプションを使用する: https://pcsupport.lenovo.comに移動し、製品名または
シリアル番号で検索します。次に、リカバリー手順については、「トラブルシューティング」メ
ニューに移動してオペレーティング・システムを診断します。

付属品情報

• 付属品の購入: https://www.lenovo.com/accessories
• サービスの推奨およびアクセサリーの構成: https://smartfind.lenovo.com
• 付属品およびオプション互換性マトリックス: https://www.lenovo.com/accessoriesguide
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法的および規制情報

• 製品コンプライアンス: https://www.lenovo.com/compliance
• 法的情報: https://www.lenovo.com/us/en/legal
• 規制資料: https://pcsupport.lenovo.comに移動し、製品名またはシリアル番号で検索します。次に、
「Guides & Manuals (マニュアル)」をクリックします。

– 安全上の注意と保証についての手引き: 安全、保証、リサイクル、およびその他の情報
– 一般的な安全と規制に関する注意: コンプライアンス、ユーザー補助、RoHS、およびその他の情報
– Regulatory Notice: ワイヤレス・モジュールの規制に関する注意事項

Lenovo の責任

• ユーザー補助情報: https://www.lenovo.com/accessibility
• 環境情報: https://www.lenovo.com/us/en/sustainability-operational-impact
• 製品セキュリティー: https://www.lenovo.com/us/en/product-security/landing/
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付録 C 特記事項および商標

特記事項

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合があります。日本で
利用可能な製品、サービス、および機能については、レノボ・ジャパンの営業担当員にお尋ねくださ
い。本書で Lenovo 製品、プログラム、またはサービスに言及していても、その Lenovo 製品、プログ
ラム、またはサービスのみが使用可能であることを意味するものではありません。これらに代えて、
Lenovo の知的所有権を侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを
使用することができます。ただし、Lenovo 以外の製品、プログラム、またはサービスの動作・運用に
関する評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

Lenovo は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を保有している場合が
あります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実施権を許諾することを意味するものではあ
りません。実施権についてのお問い合わせは、書面にて下記宛先にお送りください。

Lenovo (United States), Inc.
8001 Development Drive
Morrisville, NC 27560
U.S.A.
Attention: Lenovo Director of Licensing

Lenovo およびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として「現存するまま」の状態で提供し、
商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むすべての明示もしくは黙示
の保証責任を負わないものとします。国または地域によっては、法律の強行規定により、保証責任の
制限が禁じられる場合、強行規定の制限を受けるものとします。

この情報には、技術的な誤りや誤植が含まれる場合があります。本書は定期的に見直され、必要な変
更は本書の次版に組み込まれます。Lenovo は予告なしに、随時、本書に記載された製品およびプログ
ラムの改善および変更を行う場合があります。

本書で説明される製品は、誤動作により人的な傷害または死亡を招く可能性のある移植またはその他の生
命維持アプリケーションで使用されることを意図していません。本書に記載される情報が、Lenovo 製品仕
様または保証に影響を与える、またはこれらを変更することはありません。本書におけるいかなる記述
も、Lenovo あるいは第三者の知的所有権に基づく明示または黙示の使用許諾と補償を意味するものではあ
りません。本書に記載されている情報はすべて特定の環境で得られたものであり、例として提示され
るものです。他の稼働環境では、結果が異なる場合があります。

Lenovo は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うことのない、自ら適切と
信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとします。

本書において Lenovo 以外のWeb サイトに言及している場合がありますが、便宜のため記載しただけであ
り、決してそれらのWeb サイトを推奨するものではありません。それらのWeb サイトにある資料は、こ
の Lenovo 製品の資料の一部ではありません。それらのWeb サイトは、お客様の責任でご使用ください。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定されたものです。そのため、
他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。一部の測定が、開発レベルのシステムで行わ
れた可能性がありますが、その測定値が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありませ
ん。さらに、一部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性がありま
す。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要があります。
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商標

Lenovo、Lenovo ロゴ、ThinkPad、ThinkPad ロゴおよび UltraConnect は、Lenovo の商標です。Intel および
Thunderbolt は、Intel Corporation または子会社の米国およびその他の国における商標です。Microsoft、
Microsoft Teams、Windows、BitLocker、 、および Cortana は、Microsoft グループの商標です。HDMI およ
び HDMI (ハイディフィニション・マルチメディア・インターフェース) という用語は米国およびその
他の国の HDMI Licensing LLC の商標または登録商標です。USB-C®は、USB Implementers Forum の登録
商標です。他の商標はすべて、それぞれの所有者の所有物です。
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付録 D 略語表

本書で使用されているすべての略語の一覧を以下の表に示します。

略語 用語

BGA ボール・グリッド・アレイ

CMOS 相補型金属酸化膜半導体

CMV カスタム・モデル変形

CRC 巡回冗長検査

CRT ブラウン管

CRU お客様での取替え可能部品

CTO 受注構成

EAIA 拡張資産情報領域

EEPROM 電気的消去可能プログラム式読み取り専用メモリー

EFI 拡張ファームウェア・インターフェース

ESD 静電気放電

FRU 現場作業者取替え可能部品

GAV 一般発表変形

IC 集積回路

LCD 液晶ディスプレイ

MTM マシン・タイプおよびモデル番号

POST 自己診断テスト

RFID 無線周波数による識別

SVP スーパーバイザー・パスワード

UUID 世界固有識別子
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